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(57)【要約】
　本発明は、以下の工程：ａ）洗剤組成物Ａの使用溶液で濡れた洗浄用布地で、表面を濡
れ拭きすることと；ｂ）工程ａ）で汚れた洗浄用布地を、洗剤組成物Ａの使用溶液中で機
械的かつ自動的な洗浄によって洗うことと；ｃ）工程ｂ）で得られ、洗剤組成物Ａの使用
溶液で濡れた洗浄用布地で表面を濡れ拭きすることと；ｄ）工程ｂ）及びｃ）を少なくと
も一回任意に繰り返すこととを含む、手動表面洗浄の方法に関する。本発明は、洗浄用布
地の使用を含む手動表面洗浄のための、及び、上記手動表面洗浄によって汚れた上記洗浄
用布地を洗うための、洗剤組成物Ａの使用に更に関し、洗剤組成物Ａは少なくとも一つの
界面活性剤を含み、洗浄用布地の洗浄は保存剤又は保存組成物の存在下で行われる。本発
明は以下のａ）～ｃ）：ａ）洗剤組成物Ａと；ｂ）一つ又は複数の洗浄用布地と；ｃ）ポ
ータブル洗浄機又はカウンタートップ洗浄機とを含むシステムもまた提供する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手動表面洗浄方法であって：
　ａ）洗剤組成物Ａの使用溶液で濡れた洗浄用布地で、表面を濡れ拭きすることと；
　ｂ）工程ａ）で汚れた前記洗浄用布地を、前記洗剤組成物Ａの使用溶液中で機械的かつ
自動的な洗浄によって洗うことと；
　ｃ）工程ｂ）で得られ、前記洗剤組成物Ａの使用溶液によって濡れた前記洗浄用布地で
、表面を濡れ拭きすることと；
　ｄ）工程ｂ）及びｃ）を少なくとも一回任意に繰り返すことと
を含む、方法。
【請求項２】
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、工程ａ）で用いたものと同じ又は異な
る濃度を有する前記洗剤組成物Ａの使用溶液で行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　工程ｂ）で得られる前記洗浄用布地は、工程ａ）で用いた前記使用溶液と同じ濃度の前
記洗剤組成物Ａの前記使用溶液で浸漬され又は濡れており、工程ｂ）において工程ｃ）に
よる使用の準備ができて提供される、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　工程ｂ）で得られる前記洗浄用布地は、工程ａ）で用いた前記使用溶液と同じ濃度の前
記洗剤組成物Ａの前記使用溶液で浸漬され又は濡れており、工程ｂ）において工程ｃ）に
よる使用の準備ができて提供され、工程ｃ）を実施する前に前記洗浄用布地から前記洗剤
組成物Ａの前記使用溶液を除去しないために、前記洗浄用布地を回転させない、請求項１
～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　工程ｂ）で得られる前記洗浄用布地を、洗浄後かつ工程ｃ）でそれらを使用する前に乾
燥させない、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、保存剤の更なる存在下で行われる、請
求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記保存剤は、アミン、第四級アンモニウム化合物、アルデヒド、抗菌性の酸及びその
塩、カルボン酸エステル、酸アミド、フェノール、フェノール誘導体、ジフェニル、ジフ
ェニルアルカン、尿素誘導体、酸素アセタール、酸素ホルマール、窒素アセタール、窒素
ホルマール、ベンズアミジン、イソチアゾリン、フタルイミド誘導体、ピリジン誘導体、
グアニジン、キノロン、漂白剤又は漂白組成物、並びにこれらの混合物から選択される、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、乾燥質量２．０ｋｇの最大容量を有す
る洗浄機で行われる、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、５～４５℃、好ましくは５～４０℃、
より好ましくは５～３５℃、更に好ましくは５～３０℃、より更に好ましくは５～２５℃
、なお更に好ましくは５～２１℃、最も好ましくは５～１８℃の温度で行われる、請求項
１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、１２～３５℃の温度で行われる、請求
項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　工程ｂ）による前記機械的かつ自動的な洗浄は、０．５～１２時間、好ましくは１～８
時間、最も好ましくは１～４時間行われる、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法
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。
【請求項１２】
　前記洗剤組成物Ａは少なくとも一つの界面活性剤を含む、請求項１～１１のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記洗剤組成物Ａは、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、及び双性イオン
の界面活性剤、及び両性界面活性剤からなる群から選択される界面活性剤を含む、請求項
１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記洗剤組成物Ａがアルカリ源を含む、請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　洗浄される前記表面が床である、請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　洗浄用布地の使用を含む手動表面洗浄のための、及び前記手動表面洗浄によって汚れた
前記洗浄用布地を洗うための、洗剤組成物Ａの使用であって、前記洗剤組成物Ａは少なく
とも一つの界面活性剤を含み、前記洗浄用布地の洗浄は保存剤又は保存組成物の存在下で
行われる、使用。
【請求項１７】
　以下のａ）～ｃ）：
　ａ）洗剤組成物Ａと；
　ｂ）一つ又は複数の洗浄用布地と；
　ｃ）ポータブル洗浄機又はカウンタートップ洗浄機と
を含む、システム。
【請求項１８】
　前記洗剤組成物Ａは、表面洗浄に適し、かつ前記洗浄用布地を含む洗濯物を洗うのに適
している、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記洗剤組成物Ａは、床洗浄に適し、かつ前記洗浄用布地を含む洗濯物を洗うのに適し
ている、請求項１７に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記洗剤組成物Ａは：
　－非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、及び双性イオンの界面活性剤、及び
両性界面活性剤からなる群から選択される、界面活性剤と；
　－アルカリ源と
を含む、請求項１７～１９のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記洗剤組成物Ａは、防汚剤、抗再析剤、酵素、酵素安定剤、消泡剤、光学的増白剤、
保存剤、安定剤、例えばキレート剤又は封鎖剤、及びこれらの混合物からなる群から選択
される更なる成分を更に含む、請求項１７～２０のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項２２】
　保存剤を、好ましくは別の製品として更に含む、請求項１７～２１のいずれか一項に記
載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、洗浄用布地を用いた手動表面洗浄、特に床洗浄の方法、及び上記洗
浄布地を洗浄する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表面の洗浄は、一般に洗浄用布地を用いて実施される。特に、床表面洗浄の１つの方法
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は、洗浄用布地、例えばモップを用いる。モップは、多くの湿式及び乾式用途に広く使わ
れている。モップ、特にフラットモップは、モップを床の表面に渡って動かすことによっ
て、望ましくない材料、例えば汚れ、粉塵等を床から拾い、集めるよう設計されている。
モップは、乾式又は湿式で用いるよう設計されていることができる。モップは、汚れ、粉
塵などを拾うことに適している。
【０００３】
　物を洗浄するために、洗浄動作の間、複数のモップが用いられる。汚れたモップは洗浄
機で洗われ、同じ場所又は洗濯場のいずれかにおいて、回転式乾燥機で乾燥される。小物
を洗浄する場合、日頃の洗浄のために必要なモップはごく少数、例えば１０～１５個であ
り、したがって、標準的な家庭用又は専門の洗浄機への投資は費用効果的でない。（少数
の）汚れたモップを洗濯場に送る物流は時間集約的であり、同等に高価である。更に、小
数のモップは、次の日常的な洗浄のために使用する準備ができていないだろう。したがっ
て、顧客は、現在の／進行中の用途のために求められるよりも多くのモップを週の間に入
手可能にすることが必要である。顧客は、汚れたモップを集め、週末までそれらを保存し
、それらを洗浄するために洗濯場に送ることが必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、技術的な目的は、先端技術の欠点を解決する、表面を洗浄し、かつ汚れた
布地を洗う、システム又は方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　技術的な目的は、以下の工程：
　ａ）洗剤組成物Ａの使用溶液で濡れた洗浄用布地で表面を濡れ拭きすることと；
　ｂ）工程ａ）で汚れた洗浄用布地を、洗剤組成物Ａの使用溶液中で機械的かつ自動的な
洗浄によって洗うことと；
　ｃ）工程ｂ）で得られ、洗剤組成物Ａの使用溶液で濡れた洗浄用布地で表面を濡れ拭き
することと；
　ｄ）工程ｂ）及びｃ）を少なくとも一回任意に繰り返すことと
を含む、手動表面洗浄の方法によって解決される。
【０００６】
　好ましい方法において、工程ｂ）による機械的かつ自動的な洗浄は、工程ａ）で用いた
ものと同じ又は異なる濃度の洗剤組成物Ａの使用溶液中で行われる。
【０００７】
　本発明による方法の利点は、洗浄用布地、すなわちモップを洗濯場に送る必要がないの
で、物流の時間が節約されることである。モップのような洗浄用布地は、表面洗浄、好ま
しくは床洗浄のために用いたものと同じ洗剤組成物（洗剤組成物Ａ）の使用溶液で、単純
に洗うことができる。発明者は、驚くべきことに、表面洗浄、特に床洗浄に使用されるも
のと同じ洗剤組成物を用いて、汚れた洗浄用布地、例えばモップを充分に洗浄することが
できることを示した。
【０００８】
　更に好ましくは、工程ｂ）で得られる洗浄用布地は、工程ａ）で用いた使用溶液と同じ
濃度の洗剤組成物Ａの使用溶液で浸漬され又は濡れており、工程ｂ）において工程ｃ）に
よる使用の準備ができて提供される。
【０００９】
　更に好ましい実施形態において、工程ｂ）で得られる洗浄用布地は、工程ａ）で用いた
使用溶液と同じ濃度の洗剤組成物Ａの使用溶液で浸漬され又は濡れており、工程ｂ）にお
いて工程ｃ）による使用の準備ができて提供され、工程ｃ）を実施する前に洗浄用布地か
ら洗剤組成物Ａの使用溶液を除去しないように、洗浄用布地を回転させない。
【００１０】
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　本発明による方法において、工程ｂ）で得られた洗浄用布地は、洗浄の後、それらを工
程ｃ）で使用する前に乾燥させないことに留意されたい。
【００１１】
　本発明の方法の更なる利点は、洗浄後の洗浄された洗浄用布地又はモップは、使用準備
ができているということである。バケツ内で予め含浸又は予め濡らすこと、及び押圧する
ことは必要ではない。更に、本発明の方法によれば、洗浄後の洗浄用布地は、表面洗浄、
特に床洗浄でそれらを再利用するまで乾燥させないので、洗浄場所における回転式乾燥機
への投資は必要とされない。
【００１２】
　特に好ましい方法において、工程ｂ）による機械的かつ自動的洗浄は、保存剤の更なる
存在下で実施される。好ましくは、保存剤は、アミン、第四級アンモニウム化合物、アル
デヒド、抗菌性の酸及びその塩、カルボン酸エステル、酸アミド、フェノール、フェノー
ル誘導体、ジフェニル、ジフェニルアルカン、尿素誘導体、酸素アセタール、酸素ホルマ
ール、窒素アセタール、窒素ホルマール、ベンズアミジン、イソチアゾリン、フタルイミ
ド誘導体、ピリジン誘導体、グアニジン、キノリン、並びにこれらの混合物から選択され
る。他の実施形態において、保存剤は、好ましくは漂白剤又は漂白組成物である。適切な
漂白剤又は漂白組成物は、少なくとも過酸化水素、過酸、及び対応する酸の混合物を含む
。例えば、適切な漂白組成物は、少なくとも過酸化水素、ペルオキシ酢酸、及び酢酸を含
む。
【００１３】
　本発明の更なる実施形態において、工程ｂ）による機械的かつ自動的な洗浄は、乾燥質
量２．０ｋｇの最大容量を有する洗浄機内で実施される。これは、そのような洗浄機の最
大容量が、洗濯物、例えば洗浄用布地の乾燥質量２．０ｋｇであることを意味する。その
ような洗浄機は、以下の構成：洗浄液又は洗浄液を調製するための給水源の水を加熱する
ための加熱手段、使用される洗浄液を除去するためのポンプ、洗濯物を回転させるのに適
するドラムの、任意の一つ若しくは複数又はすべてを備えてもよい。しかしながら、本発
明の方法で使用される乾燥質量２．０ｋｇの最大容量を有する洗浄機は、より単純な形で
構成されていてもよく、したがって、そのような構成の全て又はいずれかを有しなくても
よい。
【００１４】
　更なる特に好ましい方法において、工程ｂ）による機械的かつ自動的な洗浄は、５～４
５℃、好ましくは５～４０℃、より好ましくは５～３５℃、更に好ましくは５～３０℃、
より更に好ましくは５～２５℃、なお更に好ましくは５～２１℃、最も好ましくは５～１
８℃の温度で実施される。他の特に好ましい方法において、工程ｂ）による機械的かつ自
動的な洗浄は、１２～３５℃の温度で実施される。発明者らは、驚くべきことに、汚れた
洗浄用布地は、同程度に低い温度で充分に洗浄することができることを示した。したがっ
て、洗浄液又は洗浄場所で洗浄液を調製するための給水源の水を加熱するための加熱手段
を含む高価な洗浄機への投資は必要とされない。このこともまたコスト及びエネルギーを
節約する。洗浄液の調製に使用される冷たい水道水による洗浄液の初期温度は、撹拌装置
によって生じる機械的撹拌及び熱のため、洗浄工程の間に上昇することがある。しかしな
がら、洗浄工程の終了後でさえ、家庭用又は専門の洗浄機において実施される洗浄処置と
比較して、洗浄液の温度は非常に低いであろう。
【００１５】
　方法の更に好ましい実施形態において、工程ｂ）による機械的かつ自動的な洗浄は、０
．５～１２時間、好ましくは１～８時間、最も好ましくは１～４時間実施される。洗浄用
布地はその翌日まで使用されないであろうから、終夜洗うための十分な時間がある。他方
、洗浄用布地を洗うための充分な時間があるので、洗浄液の温度をより低く選択してもよ
い。
【００１６】
　本発明の他の実施形態において、工程ｂ）による機械的かつ自動的な洗浄は、ポータブ
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ル洗浄機又はカウンタートップ洗浄機内で実施される。入手可能なポータブル又はカウン
タートップ洗浄機は、多種多様である。そのようなポータブル又はカウンタートップ洗浄
機は構造が単純で、ほんの少しの基本的構成、例えば洗浄液の機械的撹拌を含む。いくつ
かの実施形態において、洗浄機は、使用される洗浄液を洗浄機から除去する単純なホース
を含む。多くの場合、そのようなポータブル又はカウンタートップ洗浄機は、水道管への
接続がなく、及び／又は洗浄液を加熱するための加熱手段を有しない。いくつかの実施形
態において、そのような洗浄機はドラムを有さず、したがって洗濯物を回転させることが
できない。いくつかの実施形態において、そのような洗浄機は、使用される洗浄液を洗浄
機から除去するためのポンプを有しない。他の実施形態において、そのような洗浄機は、
１５ｋｇ、好ましくは１０ｋｇ、更に好ましくは８ｋｇ、最も好ましくは５ｋｇの最大質
量を有する。
【００１７】
　従来の家庭用又は専門の洗浄機の特定の構成の大部分を有さず、むしろ単純な洗浄機を
使用することの利点は、洗浄場所への高価な家庭用又は専門の洗浄機への投資が必要とさ
れないということである。その理由は、洗浄用布地が、コスト、エネルギー、及び場合に
よっては水も節約される、むしろ単純なポータブル洗浄機又はカウンタートップ洗浄機で
好ましくは洗浄されるからである。
【００１８】
　洗剤組成物Ａは、液体洗剤組成物であることが特に好ましい。代替の実施形態において
、洗剤組成物Ａは、固体、例えば粉末の形態又はタブレットの形態であってもよい。
【００１９】
　本発明の方法で使用される洗剤組成物Ａは、少なくとも一つの界面活性剤、又は界面活
性剤系を含む。本発明の方法で使用される組成物中での使用に適した界面活性剤としては
、限定されないが、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、双性界面活性剤、及
び両性界面活性剤が挙げられる。用語「界面活性剤」又は「界面活性剤系」は、本明細書
において同義語として用いる。洗剤組成物Ａにおいて使用される「界面活性剤」又は「界
面活性剤系」は、異なる界面活性剤の混合物、例えば、異なる非イオン性界面活性剤の混
合物、又は異なるアニオン性界面活性剤の混合物、又は異なる双性界面活性剤の混合物、
又は異なる両性界面活性剤の混合物、又は非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤
、双性界面活性剤、及び両性界面活性剤の一つ若しくは複数若しくは全ての混合物を表し
てもよい。好ましくは、洗剤組成物Ａは、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤
、及び双性イオンの界面活性剤、及び両性界面活性剤からなる群から選択される界面活性
剤を含む。
【００２０】
　他の好ましい方法において、工程ｂ）による機械的かつ自動的な洗浄は、アルカリ源の
更なる存在下で実施される。典型的には、洗剤組成物Ａは、一つ又は複数の界面活性剤の
他にも、アルカリ源を含む。
【００２１】
　他の好ましい方法において、工程ｂ）による機械的かつ自動的な洗浄は、防汚剤、抗再
析剤、酵素、酵素安定剤、消泡剤、光学的増白剤、保存剤、安定剤、例えばキレート剤又
は封鎖剤、及びこれらの混合物からなる群から選択される更なる成分の更なる存在下で実
施される。典型的に、洗剤組成物Ａは、一つ又は複数の界面活性剤及びアルカリ源の他に
も、防汚剤、抗再析剤、酵素、酵素安定剤、消泡剤、光学的増白剤、保存剤、安定剤、例
えばキレート剤又は封鎖剤、及びこれらの混合物からなる群から選択される、これらの更
なる成分を含む。
【００２２】
　本発明は、洗浄用布地の使用を含む手動表面洗浄、特に床洗浄のための洗剤組成物Ａの
使用、及び、上記手動表面洗浄、特に床洗浄によって汚れた上記洗浄用布地を洗浄するた
めの洗剤組成物Ａの使用もまた提供し、洗剤組成物Ａは、少なくとも一つの界面活性剤を
含み、上記洗浄用布地の洗浄は、保存剤又は保存組成物の存在下で実施される。この使用
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における洗剤組成物Ａは前記のとおりである。
【００２３】
　特に、本発明は、以下のａ）～ｃ）：
　ａ）洗剤組成物Ａと；
　ｂ）一つ又は複数の洗浄用布地と；
　ｃ）ポータブル洗浄機又はカウンタートップ洗浄機と
を含む、システムにもまた関する。
【００２４】
　本発明によるシステムの好ましい実施形態において、洗剤組成物Ａは、表面洗浄、特に
床洗浄に適しており、かつ、洗浄用布地を含む洗濯物を洗うのに適している。本発明によ
る方法で使用される洗剤組成物Ａは、表面洗浄、特に床洗浄に適しており、かつ洗浄用布
地を含む洗濯物を洗うのに適しているので、二機能性洗剤組成物である。
【００２５】
　洗剤組成物Ａは、液体洗剤組成物であることが特に好ましい。
【００２６】
　本発明のシステムの特に好ましい実施形態において、洗剤組成物Ａは、
　－非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、及び双性イオンの界面活性剤、及び
両性界面活性剤からなる群から選択される、界面活性剤と；
　－アルカリ源と
を含む。
【００２７】
　更に好ましくは、本発明のシステムの洗剤組成物Ａは、防汚剤、抗再析剤、酵素、酵素
安定剤、消泡剤、光学的増白剤、保存剤、安定剤、例えばキレート剤又は封鎖剤、及びこ
れらの混合物からなる群から選択される更なる成分を含む。
【００２８】
　発明者らは、驚くべきことに、汚れた洗浄用布地は同程度に低い温度で充分に洗浄する
ことができることを示したので、洗浄液又は洗浄場所で洗浄液を調製するための給水源の
水を加熱するための加熱手段を含む高価な洗浄機への投資は必要とされない。したがって
、コスト及びエネルギーが低減される。
【００２９】
　前述のように、システムは、ポータブル洗浄機又はカウンタートップ洗浄機を含む。入
手可能なポータブル又はカウンタートップ洗浄機は、多種多様である。そのようなポータ
ブル又はカウンタートップ洗浄機は構造が単純で、ほんの少しの基本的構成、例えば洗浄
液の機械的撹拌を含む。いくつかの実施形態において、洗浄機は、使用される洗浄液を洗
浄機から除去する単純なホースを含む。多くの場合、そのようなポータブル又はカウンタ
ートップ洗浄機は、水道管への接続がなく、及び／又は洗浄液を加熱するための加熱手段
を有しない。いくつかの実施形態において、そのような洗浄機はドラムを有さず、したが
って洗濯物を回転させることができない。いくつかの実施形態において、そのような洗浄
機は、使用される洗浄液を洗浄機から除去するためのポンプを有しない。他の実施形態に
おいて、そのような洗浄機は、１５ｋｇ、好ましくは１０ｋｇ、更に好ましくは８ｋｇ、
最も好ましくは５ｋｇの最大質量を有する。
【００３０】
　従来の家庭用又は専門の洗浄機の大部分の特定の構成がなく、むしろ単純な洗浄機を使
用することの利点は、洗浄場所への高価な家庭用又は専門の洗浄機への投資が必要とされ
ないということである。その理由は、洗浄用布地が、コスト、エネルギー、及び場合によ
っては水も節約される、むしろ単純なポータブル洗浄機又はカウンタートップ洗浄機で好
ましくは洗浄されるからである。
【００３１】
　本発明によるシステムの利点は、洗浄用布地、すなわちモップを洗濯場に送る又は運ぶ
必要がないので、ユーザの物流のための時間が節約されるということである。モップは、
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表面洗浄、特に床洗浄に用いられるものと同じ洗剤組成物の使用溶液で、単純に洗浄する
ことができる。
【００３２】
　前述のように、洗浄された洗浄用布地又はモップは、洗浄後に使用する準備ができてい
る。バケツ内で予め含浸する、又は予め濡らす必要はない。更に、本発明によれば、洗浄
後の洗浄用布地は、表面洗浄、特に床洗浄においてそれらが再利用されるまで乾燥されな
いので、洗浄場所において回転式乾燥機に投資する必要はない。
【００３３】
　特に好ましい実施形態において、システムもまた保存剤を含む。洗浄用布地を、上記の
ように洗剤組成物Ａを用い、かつ保存剤の存在下で洗浄することが特に好ましい。システ
ムは、固体形態又は液体形態のいずれかの別の製品として、保存剤を好ましくは含む。保
存剤は、好ましくは漂白剤又は漂白組成物である。適切な漂白剤又は漂白組成物は、少な
くとも過酸化水素、過酸、及び対応する酸の混合物を含む。例えば、適切な漂白組成物は
、少なくとも過酸化水素、ペルオキシ酢酸、及び酢酸を含む。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　本発明は、手動表面洗浄、特に床洗浄の方法であって：
　ａ）洗剤組成物Ａの使用溶液で濡れた洗浄用布地で表面を濡れ拭きすることと；
　ｂ）工程ａ）で汚れた洗浄用布地を、洗剤組成物Ａの使用溶液中で機械的かつ自動的な
洗浄によって洗うことと；
　ｃ）工程ｂ）で得られ、洗剤組成物Ａの使用溶液で濡れた洗浄用布地で表面を濡れ拭き
することと；
　ｄ）工程ｂ）及びｃ）を少なくとも一回任意に繰り返すことと
を含む、方法を提供する。
【００３５】
　本明細書において用いる用語「表面」は、固体の、実質的に非可撓性の表面、例えばシ
ャワー、シンク、トイレ、浴槽、カウンタートップ、タイル、床、壁、パネル、窓、鏡、
配管器具、キッチン及びバスルーム家具、輸送車両、及び床を意味し、好ましくは床であ
る。
【００３６】
　表面洗浄、特に床洗浄に使用するために、及びそれぞれの汚れた洗浄用布地又はモップ
の洗浄に使用するために適切な洗剤組成物Ａは、好ましくは液体洗剤組成物である。本発
明において使用する洗剤組成物は、界面活性剤を好ましくは含む。洗剤組成物Ａはアルカ
リ源を含むことが更に好ましい。
【００３７】
　本発明の方法で使用する洗剤組成物は、他の更なる成分を含んでもよい。本発明の組成
物に使用するのに適した更なる成分としては、限定されないが、防汚剤、抗再析剤、酵素
、酵素安定剤、消泡剤、光学的増白剤、保存剤、安定剤、例えばキレート剤又は封鎖剤、
及びこれらの混合物が挙げられる。
【００３８】
　界面活性剤系
　本発明において使用される洗剤組成物Ａは、界面活性剤系を含む。
【００３９】
　本発明の方法における組成物に使用するのに適した界面活性剤としては、限定されない
が、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、双性界面活性剤、及び両性界面活性
剤が挙げられる。好ましい界面活性剤は、非イオン性界面活性剤を含む。いくつかの実施
形態において、本発明の方法で使用する組成物は、約１質量％～約２５質量％、好ましく
は３％～約２０質量％、最も好ましくは約５質量％～約１５質量％を含む。非イオン性界
面活性剤以外の界面活性剤を用いる場合、洗浄性能を改善するために共界面活性剤を使用
する可能性がある。
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【００４０】
　非イオン性界面活性剤
　本発明において有用な非イオン性界面活性剤は、有機疎水性基及び有機親水基の存在に
より一般に特徴づけられ、また、有機脂肪族、芳香族アルキル、又はポリオキシアルキレ
ン疎水性化合物と、一般的にはエチレンオキシド又はそのポリ加水反応生成物のポリエチ
レングリコールである、親水性アルカリ性オキシド部分との縮合によって典型的に製造さ
れる。実際は、反応性水素原子を有する、ヒドロキシル基、カルボキシル基、アミノ基、
又はアミド基を有するあらゆる疎水性化合物と、エチレンオキシド、又はその多水和付加
体、又はそのアルコキシレンとの混合物、例えばプロピレンオキシドとの混合物とを縮合
させて、非イオン性界面活性剤を形成することができる。あらゆる特定の疎水性化合物と
縮合させた親水性ポリオキシアルキレン部分の長さは、容易に調整することができ、所望
の程度の親水性特性と疎水性特性とのバランスを有する、水分散可能又は水溶性の化合物
を得ることができる。本発明において有用な非イオン性界面活性剤としては、以下のもの
が挙げられる。
【００４１】
　１．プロピレングリコール、エチレングリコール、グリセロール、トリメチロールプロ
パンと、開始剤反応性水素化合物としてのエチレンジアミンとに基づくポリオキシプロピ
レン－ポリオキシエチレンブロックポリマー化合物。開始剤の逐次的なプロポキシル化及
びエトキシル化から作られるポリマー化合物の例としては、ＢＡＳＦ社によって製造され
ている、商品名Ｐｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）及びＴｅｔｒｏｎｉｃｏ（登録商標）の下
で商業的に入手可能である。Ｐｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）化合物は、エチレンオキシド
と、プロピレングリコールの２つのヒドロキシル基にプロピレンオキシドを付加すること
によって形成される疎水性塩基とを縮合させることによって形成される、二官能基（２つ
の反応性水素）化合物である。この疎水性部分は、分子量１，０００～４，０００である
。次にエチレンオキシドを付加して、最終的な分子量の約１０質量％～約８０質量％を構
成するよう長さを制御した親水基の間にこの疎水部を挟む。Ｔｅｔｒｏｎｉｃ（登録商標
）化合物は、エチレンジアミンへのプロピレンオキシド及びエチレンオキシドの逐次的な
付加から導かれる、テトラ官能性ブロックコポリマーである。水素型プロピレンオキシド
の分子量は、５００～７，０００であり；親水性のエチレンオキシドは分子量１０質量％
～８０質量％を構成するよう付加される。
【００４２】
　２．直鎖構造又は分岐鎖構造の、又は一つ若しくは二つのアルキル構成要素であるアル
キル鎖が８～１８の炭素原子を含む、１モルのアルキルフェノールと、３～５０モルのエ
チレンオキシドとの縮合生成物。アルキル基は、例えば、ジイソブチレン、ジアミル、重
合プロピレン、イソオクチル、ノニル、及びジノニルに代表されることができる。これら
の界面活性剤は、アルキルフェノールの、ポリエチレンオキシド縮合物、ポリプロピレン
オキシド縮合物、及びポリブチレンオキシド縮合物であることができる。この化学物質の
商業的な化合物の例は、ローヌ－プーランク（Rhone-Poulenc）社によって製造されてい
る商品名Ｉｇｅｐａｌ（登録商標）、及びユニオンカーバイド（Union Carbide）社によ
って製造されているＴｒｉｔｏｎ（登録商標）の下で市場から入手できる。
【００４３】
　３．飽和又は不飽和の、直鎖又は分岐鎖の、６～２４の炭素原子を有する１モルのアル
コールと、３～５０モルのエチレンオキシドとの縮合生成物。アルコール部分は、上記で
説明した炭素の範囲のアルコールの混合物から成ることができ、又はこの範囲内の特定の
炭素原子数を有するアルコールから成ることができる。そのような商業的な界面活性剤の
例は、シェルケミカル（Shell Chemical）社によって製造されている商品名Ｎｅｏｄｏｌ
（登録商標）、及びビスタケミカル（Vista Chemical）社によって製造されているＡｌｆ
ｏｎｉｃ（登録商標）の下で入手できる。
【００４４】
　４．飽和又は不飽和の、直鎖又は分岐鎖の、８～１８の炭素原子を有する１モルのカル
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ボン酸と、６～５０モルのエチレンオキシドとの縮合生成物。酸性部分は、上記に定義し
た炭素原子の範囲の酸の混合物から成ることができ、又はその範囲内の特定の炭素原子数
を有する酸から成ることができる。この化学物質の商業的な化合物の例としては、ヘンケ
ルコーポレーション（Henkel Corporation）社によって製造されている商品名Ｎｏｐａｌ
ｃｏｌ（登録商標）及びリポケミカルズ（Lipo Chemicals）社によって製造されているＬ
ｉｐｏｐｅｇ（登録商標）の下で商業的に入手可能である。一般にポリエチレングリコー
ルエステルと呼ばれるエトキシル化カルボン酸に加えて、グリセリド、グリセリン、及び
多価（糖類、又はソルビタン／ソルビトール）アルコールとの反応によって形成した他の
アルカノン酸エステルが本発明に適している。これらのエステル部分は全て、これらの分
子上に、更なるアシル化又はエチレンオキシド（アルコキシド）付加を受けてこれらの材
料の親水性を制御することができる、一つ以上の反応性水素部位を有する。
【００４５】
　非イオン性低発泡性界面活性剤としては以下が挙げられる。
　５．エチレンオキシドをエチレングリコールに付加して所定の分子量の親水性を提供し
；次にプロピレンオキシドを付加して、分子の外側（末端）上に疎水性ブロックを得るこ
とによって変性し、本質的に逆転させた、（１）からの化合物。中心に親水性を有する分
子量１，０００～３，１００の疎水性部分は、最終的な分子の１０質量％～８０質量％で
ある。これらの逆転Ｐｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）は、商品名Ｐｌｕｒｏｎｉｃ（登録商
標）Ｒ界面活性剤の下で、ＢＡＳＦ社によって製造されている。
【００４６】
　同様に、Ｔｅｔｒｏｎｉｃ（登録商標）Ｒ界面活性剤は、エチレンジアミンに、エチレ
ンオキシド及びプロピレンオキシドを逐次的に付加することによって、ＢＡＳＦ社によっ
て製造されている。中心に親水性を有する分子量２，１００～６，７００の疎水性部分は
、最終的な分子の１０質量％～８０質量％である。
【００４７】
　６．終端ヒドロキシ基又は（多官能性部分の）基を「キャッピング」又は「末端ブロッ
キング」することによって変性して、小さい疎水性分子（例えばプロピレンオキシド、ブ
チレンオキシド、塩化ベンジル；１～５の炭素原子を含む短鎖脂肪酸、アルコール、又は
ハロゲン化アルキル；及びこれらの混合物との反応による発泡を減らした、（１）、（２
）、（３）、及び（４）の群からの化合物。反応剤、例えば末端ヒドロキシ基を塩素基へ
と変換する塩化チオニルもまた挙げられる。末端ヒドロキシ基に対するそのような変形は
、全てブロック、ブロック－ヘテリック（heteric）、ヘテリック－ブロック、又は全て
ヘテリックの非イオン性のものを誘導することがある。
【００４８】
　更に有効な低発泡性非イオン性のものとしては以下が挙げられる。
　７．１９５９年９月８日に発行されたＢｒｏｗｎらの米国特許第２，９０３，４８６号
明細書のアルキルフェノキシポリエトキシアルカノールであって、式Ｒ－Ｐｈ－（Ｃ２Ｈ
４）ｎ（ＯＡ）ｍＯＨで表され、Ｒは炭素原子８～９個のアルキル基であり、Ｐｈはフェ
ニル基であり、Ａは炭素原子３～４個のアルキレン鎖であり、ｎは７～１６の整数であり
、ｍは１～１０の整数である。
【００４９】
　１９６２年８月７日に発行されたＭａｒｔｉｎらの米国特許第３，０４８，５４８号明
細書のポリアルキレングリコール縮合物であって、親水性オキシエチレン鎖及び疎水性オ
キシプロピレン鎖を交互に有し、末端の疎水性鎖の質量、中間の疎水性単位の質量、及び
架橋した親水性単位の質量が、それぞれ縮合物の約１／３を占める、ポリアルキレングリ
コール縮合物。
【００５０】
　１９６８年５月７日に発行されたＬｉｓｓａｎｔ等の米国特許第３，３８２，１７８号
明細書に開示された、一般式Ｚ［（ＯＲ）ｎＯＨ］ｚを有する消泡性非イオン性界面活性
剤であって、Ｚはアルコキシル化可能（alkoxylatable）な材料であり、Ｒはエチレン及
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びプロピレンであることができるアルカリ性オキシドから導かれる基であり、ｎは例えば
１０～２，０００又は２，０００より大きい整数であり、ｚは反応性のオキシアルキル化
可能（oxyalkylatable）な基の数によって決定される整数である、消泡性非イオン性界面
活性剤。
【００５１】
　１９５４年５月４日に発行されたＪａｃｋｓｏｎらの米国特許第２，６７７，７００号
明細書に記載の共役ポリオキシアルキレン化合物であって、式Ｙ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｎ（Ｃ２

Ｈ４Ｏ）ｍＨに対応し、Ｙは、１～６個の炭素原子及び１つの反応性水素原子を有する有
機化合物の残基であり、ｎは、ヒドロキシル数によって決定される少なくとも６．４の平
均値を有し、ｍは、オキシエチレン部分が分子の１０質量％～９０質量％を構成するよう
な値を有する。
【００５２】
　１９５４年４月６日に発行されたＬｕｎｄｓｔｅｄ等の米国特許第２，６７４，６１９
号明細書に記載の共役ポリオキシアルキレン化合物であって、式Ｙ［（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｎ（
Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｍＨ］ｘを有し、Ｙは、２～６個の炭素原子を有し、ｘ個の反応性水素原子
を含む有機化合物の残基であり、ｘは少なくとも２であり、ｎは、ポリオキシプロピレン
疎水性塩基の分子量が少なくとも９００になるような値を有し、ｍは、分子のオキシエチ
レン含有量が１０質量％～９０質量％になるような値を有する。Ｙの定義の範囲内に含ま
れる化合物としては、例えば、プロピレングリコール、グリセリン、ペンタエリスリトー
ル、トリメチロールプロパン、エチレンジアミン等が挙げられる。オキシプロピレン鎖は
、任意であるが有利には、少量のエチレンオキシドを含み、オキシエチレン鎖もまた、任
意であるが有利には、少量のプロピレンオキシドを含む。
【００５３】
　本発明による組成物において有利に用いられる更なる共役ポリオキシアルキレン界面活
性剤は、下式：Ｐ［（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｎ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｍＨ］ｘに対応し、Ｐは、８～１８
個の炭素原子を有し、ｘ個の反応性水素原子を含む有機化合物の残基であり、ｘは１又は
２の値を有し、ｎは、ポリオキシエチレン部分の分子量が少なくとも４４になるような値
を有し、ｍは、分子のオキシプロピレン含有量が１０質量％～９０質量％になるような値
を有する。いずれにせよ、オキシプロピレン鎖は、任意であるが有利には、少量のエチレ
ンオキシドを含んでもよく、オキシエチレン鎖もまた、任意であるが有利には、少量のプ
ロピレンオキシドを含んでもよい。
【００５４】
　８．本発明における使用に適するポリヒドロキシ脂肪酸アミド界面活性剤としては、構
造式Ｒ２ＣＯＮＲ１Ｚを有するものが挙げられ、Ｒ１は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４ヒドロカルビル
基、２－ヒドロキシエチル基、２－ヒドロキシプロピル基、エトキシ基、プロポキシ基、
又はこれらの組合せであり；Ｒ２は、直鎖であることができるＣ５～Ｃ３１ヒドロカルビ
ルであり；Ｚは、鎖に直接結合した少なくとも３つのヒドロキシル基を有する直鎖ヒドロ
カルビル鎖を有するポリヒドロキシヒドロカルビル、又はこれらのアルコキシル化（好ま
しくはエトキシル化、又はプロポキシル化）誘導体である。Ｚは、還元的アミノ化反応で
還元した糖から導くことができる、例えばグリシジル部分である。
【００５５】
　９．脂肪族アルコールと０～２５モルのエチレンオキシドとのアルキルエトキシレート
縮合生成物は、本発明における使用に適している。脂肪族アルコールのアルキル鎖は、直
鎖又は分岐鎖、第一級又は第二級のいずれかであることができ、一般に６～２２個の炭素
原子を含むことができる。
【００５６】
　１０．エトキシル化Ｃ１～Ｃ１８脂肪族アルコール、及びＣ１～Ｃ１８エトキシル化及
びプロポキシル化混合脂肪族アルコール、特に水溶性であるものは、本組成物に使用する
ための適切な界面活性剤である。適切なエトキシル脂肪族アルコールとしては、３～５０
のエトキシル化度を有するＣ１０～Ｃ１８エトキシル脂肪族アルコールが挙げられる。
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【００５７】
　１１．特に本組成物に使用するのに適切な非イオン性アルキル多糖類界面活性剤として
は、１９８６年１月２１日に発行されたＬｌｅｎａｄｏ等の米国特許第４，５６５，６４
７号明細書に開示されているものが挙げられる。これらの界面活性剤は、６～３０個の炭
素原子を含む疎水性基と、１．３～１０個の糖単位を含む多糖、例えばポリグリコシドの
親水基を含む。５又は６個の炭素原子を含むあらゆる還元糖類を用いることができ、例え
ば、グルコース、ガラクトース、及びガラクトシル部分は、グルコシル部分に置換するこ
とができる。（任意に、疎水性基を２－，３－，４－等の位置に取り付けると、グルコシ
ド又はガラクトシドとは対照的に、グルコース又はガラクトースを与える。）糖間の結合
は、例えば、更なる糖単位の位置の１つと、先在する糖単位上の２－、３－、４－、及び
／又は６－位との間であることができる。
【００５８】
　１２．本組成物における使用に適する脂肪酸アミド界面活性剤としては、下式：Ｒ６Ｃ
ＯＮ（Ｒ７）２を有するものが挙げられ、式中、Ｒ６は７～２１個の炭素原子を有するア
ルキル基であり、Ｒ７はそれぞれ独立して水素、Ｃ１～Ｃ４アルキル、Ｃ１～Ｃ４ヒドロ
キシアルキル、又は－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｘＨであり、ｘは１～３の範囲である。
【００５９】
　１３．有用な非イオン性界面活性剤の種類としては、アルコキシル化アミン、特に、ア
ルコールアルコキシル化／アミノ化／アルコキシル化界面活性剤として定義される種類が
挙げられる。これらの非イオン性界面活性剤は、少なくとも部分的に、一般式：
　Ｒ２０－（ＰＯ）ｓＮ－（ＥＯ）ｔＨ、
　Ｒ２０－（ＰＯ）ｓＮ－（ＥＯ）ｔＨ（ＥＯ）ｕＨ、及び
　Ｒ２０－Ｎ（ＥＯ）ｔＨ
によって表されてもよく、式中、Ｒ２０は８～２０個、好ましくは１２～１４個の炭素原
子の、アルキル基、アルケニル基、若しくは他の脂肪族基、又はアルキル－アリール基で
あり、ＥＯはオキシエチレンであり、ＰＯはオキシプロピレンであり、ｓは１～２０、好
ましくは２～５であり、ｔは１～１０、好ましくは２～５であり、ｕは１～１０、好まし
くは２～５である。これらの化合物の範囲内の他の変形としては、代替の式：
　Ｒ２０－（ＰＯ）ｖ－Ｎ［（ＥＯ）ｗＨ］［（ＥＯ）ｚＨ］
によって表されてもよく、式中、Ｒ２０は上記に定義したものであり、ｖは１～２０（例
えば、１、２、３、又は４（好ましくは２））であり、ｗ及びｚは独立して１～１０、好
ましくは２～５である。
【００６０】
　これらの化合物は、商業的には、非イオン性界面活性剤としてハンツマンケミカルズ（
Huntsman Chemicals）社から販売されている一連の製品に代表される。この種類の好まし
い化学製品としては、ＳｕｒｆｏｎｉｃＴＭ　ＰＥＡ２５　アミンアルコキシレートが挙
げられる。
【００６１】
　Ｓｃｈｉｃｋ，Ｍ．Ｊ．によって編集された論文、「非イオン性界面活性剤（Nonionic
 Surfactants）」、界面活性剤化学シリーズ（the Surfactant Science Series）の第１
巻、マーセルデッカー（Marcel Dekker）社、ニューヨーク州、１９８３年は、本発明の
実施において一般的に使用される多種多様な非イオン性化合物の優れた文献である。非イ
オン性の種類、及びこれらの界面活性剤の種の典型的なリストは、Ｌａｕｇｈｌｉｎ及び
Ｈｅｕｒｉｎｇの１９７５年１２月３０日公開の米国特許第３，９２９，６７８号明細書
に記載されている。更なる例は、「界面活性剤及び洗剤（Surface Active Agents and De
tergents）」（Ｓｃｈｗａｒｔｚ、Ｐｅｒｒｙ、及びＢｅｒｃｈによる、第Ｉ及びＩＩ巻
）である。
【００６２】
　半極性非イオン性界面活性剤
　非イオン性界面活性剤の半極性の種類は上記に記載した。
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【００６３】
　アニオン性界面活性剤
　本発明においても有用であるものは、疎水物質上の電荷が負であるためアニオンに分類
される界面活性剤；又は、ｐＨが中性以上に上昇しない限り分子の疎水性部分が電荷を有
しない界面活性剤（例えばカルボン酸）である。カルボキシレート、スルホネート、サル
フェート、及びホスフェートは、アニオン性界面活性剤に見られる極性の（親水性の）可
溶性基である。これらの極性基と結びつくカチオン（カウンターイオン）のうち、ナトリ
ウム、リチウム、及びカリウムは、水溶性をもたらし；アンモニウム及び置換アンモニウ
ムイオンは、水溶性及び油溶性の両方を提供し；カルシウム、バリウム、及びマグネシウ
ムは、油溶性を促進する。当業者であれば理解するように、アニオンは優れた洗浄界面活
性剤であり、従って、強力な洗剤組成物への望ましい添加物である。
【００６４】
　しかしながら、一般に、アニオンは、洗浄系、例えば厳しい泡制御を要するＣＩＰサー
キットにおいて、単独又は高濃度レベルでのそれらの使用を制限する高い発泡性を有する
。アニオン性界面活性剤は、組成物中で洗浄力以外の特別な化学的性質又は物性的性質を
与えるのに有用である。アニオンは、ゲル化剤として、又はゲル化系若しくは増粘系の一
部として使用することができる。アニオンは優れた可溶化剤であり、ヒドロトロピー効果
及び雲り点制御のためにも使用することができる。
【００６５】
　多くの商業的なアニオン性界面活性剤の大部分は、当業者に知られ「界面活性剤百科事
典（Surfactant Encyclopedia）」、コスメティクス＆トイレタリーズ（Cosmetics & Toi
letries）、第１０４巻（２）７１～８６頁（１９８９年）に記載されている、５つの主
要な化学的種類及び更なるサブグループへと更に分類することができる。第一の種類とし
ては、アシルアミノ酸（及び塩）、例えばアシルグルタメート、アシルペプチド、サルコ
シネート（例えばＮ－アシルサルコシネート）、タウレート（例えばＮ－アシルタウレー
ト、及びメチルタウリドの脂肪酸アミド）等が挙げられる。第二の種類としては、カルボ
ン酸（及び塩）、例えばアルカノン酸（及びアルカノエート）、エステルカルボン酸（例
えばアルキルコハク酸エステル）、エーテルカルボン酸等が挙げられる。第三の種類とし
ては、スルホン酸（及び塩）、例えばイセチオネート（例えばアシルイセチオネート）、
アルキルアリールスルホネート、アルキルスルホネート、スルホサクシネート（例えばス
ルホサクシネートのモノエステル及びジエステル）等が挙げられる。第五の種類としては
、硫酸エステル（及び塩）、例えばアルキルエーテルスルフェート、アルキルスルフェー
ト等が挙げられる。
【００６６】
　本組成物に使用するのに適したアニオン性スルフェート界面活性剤としては、直鎖及び
分岐鎖の、第一級及び第二級の、アルキルスルフェート、アルキルエトキシスルフェート
、脂肪オレイルグリセロールスルフェート、アルキルフェノールエチレンオキシドエーテ
ルスルフェート、Ｃ５～Ｃ１７アシル－Ｎ－（Ｃ１～Ｃ４アルキル）及び－Ｎ－（Ｃ１～
Ｃ２ヒドロキシアルキル）グルカミンスルフェート、及びアルキル多糖類のスルフェート
、例えばアルキルポリグルコシド（本明細書に記載されている、非イオン性の硫酸処理し
ていない化合物）のスルフェートが挙げられる。
【００６７】
　合成水溶性アニオン性洗剤化合物の適切な例としては、アルキル単核芳香族スルホネー
ト、例えば直鎖又は分岐鎖のアルキル基内に５～１８個の炭素原子を含むアルキルベンゼ
ンスルホネートの、アンモニウム及び置換アンモニウム（例えばモノ－、ジ－、及びトリ
エタノールアミン）及びアルカリ金属（例えばナトリウム、リチウム、及びカリウム）塩
、例えばアルキルベンゼンスルホネートの塩、又はアルキルトルエン、キシレン、クメン
、及びフェノールスルホネートの塩；アルキルナフタレンスルホネート、ジアミルナフタ
レンスルホネート、及びジノニルナフタレンスルホネート、及びアルコキシル化誘導体の
塩が挙げられる。
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【００６８】
　本組成物に使用するのに適したアニオン性カルボキシレート界面活性剤としては、アル
キルエトキシカルボキシレート、アルキルポリエトキシポリカルボン酸塩界面活性剤、及
び石鹸（例えばアルキルカルボキシル）が挙げられる。本組成物において有用な、第二級
石鹸界面活性剤（例えばアルキルカルボキシル界面活性剤）としては、第二級炭素に結合
したカルボキシル単位を含むものが挙げられる。第二級炭素は、環構造、例えばｐ－オク
チル安息香酸、又はアルキル置換シクロヘキシルカルボキシレートであることができる。
第二級石鹸界面活性剤は典型的に、エーテル結合、エステル結合、及びヒドロキシル基を
含まない。更に、それらは典型的に、頭部基（両親媒性部分）に窒素原子がない。適切な
第二級石鹸界面活性剤は典型的に、合計で１１～１３個の炭素原子を含むが、しかしなが
ら、更に多くの炭素原子（例えば、最高１６個）が存在することができる。
【００６９】
　本組成物に使用するのに適した他のアニオン性洗剤としては、オレフィンスルホネート
、例えば長鎖アルケンスルホネート、長鎖ヒドロキシアルカンスルホネート、又はアルケ
ンスルホネートとヒドロキシアルカン－スルホネートとの混合物が挙げられる。アルキル
スルフェート、アルキルポリ（エチレンオキシ）エーテルサルフェート、及び芳香族ポリ
（エチレンオキシ）サルフェート、例えばエチレンオキシド及びノニルフェノールの、サ
ルフェート又は縮合生成物（通常１分子当たり１～６個のオキシエチレン基を有する）も
また挙げられる。樹脂酸及び水素化樹脂酸、例えばロージン、水素化ロージン、及びタロ
ー油中に存在し又はタロー油から誘導される樹脂酸及び水素化樹脂酸もまた適切である。
【００７０】
　特定の塩は、これを用いる特定の処方及び必要性に応じて適切に選択されるだろう。
【００７１】
　適切なアニオン性界面活性剤の更なる例は、「界面活性剤及び洗剤（Surface Active A
gents and Detergents）」（Schwartz、Perry、及びBerchによる、第Ｉ及びＩＩ巻）に記
載されている。様々なそのような界面活性剤は、１９７５年１２月３０日発行のＬａｕｇ
ｈｌｉｎらの米国特許第３，９２９，６７８号明細書の第２３欄第５８行～第２９欄第２
３行にも一般的に開示されている。
【００７２】
　カチオン性界面活性剤
　界面活性剤は、分子のヒドロトロープ部分上の電荷が正である場合、カチオン性として
分類される。ｐＨが中性付近又はそれ以下に低下しない限りヒドロトロープは電荷を有し
ないが、そのときカチオン性となる界面活性剤（例えばアルキルアミン）は、この群に含
まれる。理論的には、カチオン性界面活性剤は、「オニウム」構造ＲｎＸ＋Ｙ－を含む任
意の構成部分の組合せから合成してもよく、窒素（アンモニウム）、例えばリン（ホスホ
ニウム）、及び硫黄（スルホニウム）以外の化合物を含むことができる。実際は、カチオ
ン性界面活性剤の分野は、窒素カチオンまでの合成のルートが単純で直接的であり、高収
率で生成物を与え、より安価に製造できることをおそらく理由として、窒素含有化合物に
占められている。
【００７３】
　カチオン性界面活性剤は、少なくとも一つの長炭素鎖の疎水性基と、少なくとも一つの
正に帯電した窒素とを含む化合物を、好ましくは含み、より好ましくは指す。長炭素鎖基
は、単純な置換によって、窒素原子に直接結合していてもよく；又は、より好ましくは架
橋官能基、若しくはいわゆる介在アルキルアミン及びアミドアミンによって間接的に結合
していてもよい。そのような官能基は、分子をより親水性及び／又はより水分散性にする
ことができ、共界面活性剤混合物によってより容易に水に可溶化させることができ、及び
／又は水溶性にすることができる。水溶性を増加させるため、更なる第一級、第二級、若
しくは第三級アミノ基を導入することができ、又はアミノ窒素を低分子量アルキル基によ
って第四級にすることができる。更に、窒素は、様々な程度の不飽和度の分岐鎖若しくは
直鎖部分、又は飽和若しくは不飽和複素環の一部であることができる。更に、カチオン性
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界面活性剤は、一つ以上のカチオン性窒素原子を有する錯結合を含んでもよい。
【００７４】
　アミンオキシド、両性、及び双性として分類される界面活性剤化合物は、ほとんど中性
～酸性のｐＨの溶液中では、それ自身が典型的にカチオン性であり、界面活性剤の分類が
重複する可能性がある。ポリオキシエチル化カチオン性界面活性剤は、一般に、アルカリ
性溶液中では非イオン性界面活性剤のようにふるまい、酸性溶液中ではカチオン性界面活
性剤のようにふるまう。
【００７５】
　最も単純なカチオン性アミン、アミン塩、及び第四級アンモニウム化合物は、下式：（
Ｒ）（Ｒ’）（Ｒ’’）Ｎ、（Ｒ）（Ｒ’）（Ｒ’’）Ｎ＋ＨＸ－、（Ｒ）（Ｒ’）（Ｒ
’’）Ｎ＋Ｒ’’’Ｘ－で描くことができ、式中、Ｒは長鎖アルキルを表し、Ｒ’、Ｒ’
’、及びＲ’’’は長鎖アルキル基、又はより小さいアルキル基、又はアリール基、又は
水素のいずれかであってよく、Ｘはアニオンを表す。アミン塩及び第四級アンモニウム化
合物は水溶性が高いため、本発明の実施に好ましい。
【００７６】
　多くの商業的な陽イオン表面活性剤の大部分は、当業者に知られ「界面活性剤百科事典
（Surfactant Encyclopedia）」、コスメティクス＆トイレタリーズ（Cosmetics & Toile
tries）、第１０４巻（２）８６～９６頁（１９８９年）に記載されている、４つの主要
な種類、及び更なるサブグループへと更に分類することができる。第一の分類としては、
アルキルアミン、及びこれらの塩が挙げられる。第二の分類としては、アルキルイミダゾ
リンが挙げられる。第三の分類としては、エトキシル化アミンが挙げられる。第四の分類
としては、第四級のもの、例えばアルキルベンジルジメチルアンモニウム塩、アルキルベ
ンゼン塩、複素環式アンモニウム塩、テトラアルキルアンモニウム塩等が挙げられる。カ
チオン性界面活性剤は、本組成物において有用である可能性がある様々な特性を有するこ
とが知られている。
【００７７】
　これらの望ましい特性としては、中性のｐＨ以下の組成物における洗浄力、抗菌効果、
他の剤と組み合わせた増粘若しくはゲル化等が挙げられる。
【００７８】
　両性界面活性剤
　両性（amphoteric）又は両性（ampholytic）界面活性剤は、塩基性親水基及び酸性親水
基の両方、並びに有機疎水性基を含む。これらのイオン性物質は、他の種類の界面活性剤
について本明細書に記載されている、いずれのアニオン性基又はカチオン性基であっても
よい。塩基性窒素基、及び酸性カルボキシレート基は、塩基性親水基、及び酸性親水基と
して使用される典型的な官能基である。いくつかの界面活性剤において、スルホネート、
サルフェート、ホスホネート、又はホスフェートは、負電荷を提供する。
【００７９】
　両性界面活性剤は、脂肪族の第二級及び第三級アミンの誘導体として広く記載すること
ができ、脂肪族基は直鎖又は分岐鎖であってよく、脂肪族基の一つは８～１８個の炭素原
子を含み、一つはアニオン性水溶性基、例えば、カルボキシ基、スルホ基、スルファト基
、ホスファト基、又はホスホノ基を含む。両性界面活性剤は、当業者に知られ、「界面活
性剤百科事典（Surfactant Encyclopedia）」、コスメティクス＆トイレタリーズ（Cosme
tics & Toiletries）、第１０４巻（２）６９～７１頁（１９８９年）に記載されている
、２つの主要な種類に更に分類される。第一の分類としては、アシル／ジアルキルエチレ
ンジアミン誘導体（例えば２－アルキルヒドロキシエチルイミダゾリン誘導体）、及びこ
れらの塩が挙げられる。第二の分類としては、Ｎ－アルキルアミノ酸、及びこれらの塩が
挙げられる。いくつかの両性界面活性剤は、両方の種類に該当することが想定できる。
【００８０】
　両性界面活性剤は、当業者に知られている方法によって合成することができる。例えば
、２－アルキルヒドロキシエチルイミダゾリンは、長鎖カルボン酸（又は誘導体）と、ジ
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アルキルエチレンジアミンとの縮合及び閉環によって合成される。商業的な両性界面活性
剤は、例えば酢酸エチルを用いた、アルキル化によるイミダゾリン環の加水分解及びその
後の開環によって誘導体化される。アルキル化の間、１つ又は２つのカルボキシアルキル
基が反応して、第三級アミン、及び異なるアルキル化剤とのエーテル結合を形成して異な
る第三級アミンを与える。
【００８１】
　例えば、本組成物に使用することができる商業的に著名なイミダゾリンから誘導した両
性物質としては、例えば、ココアンホプロピオネート、ココアンホカルボキシ－プロピオ
ネート、ココアンホグリシネート、ココアンホカルボキシ－グリシネート、ココアンホプ
ロピル－スルホネート、及びココアンホカルボキシ－プロピオン酸が挙げられる。好まし
いアンホカルボン酸は、アンホジカルボン酸のジカルボン酸の官能性が二酢酸及び／又は
ジプロピオン酸である脂肪族イミダゾリンから製造される。
【００８２】
　本明細書の上記に記載したカルボキシメチル化化合物（グリシネート）は、しばしばベ
タインと呼ばれる。ベタインは、本明細書の下記の双性界面活性剤と題する節において述
べる両性物質の特別な種類である。
【００８３】
　長鎖Ｎ－アルキルアミノ酸は、ＲがＣ８～Ｃ１８直鎖又は分岐鎖アルキルである脂肪族
アミンＲＮＨ２と、ハロゲン化カルボン酸とを反応させることによって容易に調製される
。アミノ酸の第一級アミノ基のアルキル化は、第二級アミン及び第三級アミンを導く。ア
ルキル基は、一つ以上の反応性窒素中心を提供する更なるアミノ基を有していてもよい。
商業的なＮ－アルキルアミン酸のほとんどは、ベータ－アラニン又はベータ－Ｎ（２－カ
ルボキシエチル）アラニンの、アルキル誘導体である。本発明において用途を有する商業
的なＮ－アルキルアミノ酸両性物質の例としては、アルキルベータ－アミノジプロピオネ
ート、ＲＮ（Ｃ２Ｈ４ＣＯＯＭ）２、及びＲＮＨＣ２Ｈ４ＣＯＯＭが挙げられる。これら
において、Ｒは好ましくは、８～１８個の炭素原子を含む非環式疎水性基であり、Ｍはカ
チオンであり、アニオンの電荷を中和している。
【００８４】
　好ましい両性界面活性剤としては、ココナッツ製品、例えばココナッツオイル、又はヤ
シ脂肪酸から誘導されるものが挙げられる。これらのココナッツから誘導されたより好ま
しい界面活性剤は、それらの構造の一部として、エチレンジアミン部分、アルカノールア
ミド部分、アミノ酸部分、好ましくはグリシン、又はこれらの組み合わせ；及び８～１８
（好ましくは１２）の炭素原子の脂肪族置換基を含む。そのような界面活性剤は、アルキ
ルアンホジカルボン酸とみなすこともできる。ジナトリウムココ両ジプロピオネートは、
最も好ましい両性界面活性剤のひとつであり、商品名ＭｉｒａｎｏｌＴＭ　ＦＢＳの下で
、ローディア（Rhodia）社、クランベリー、ニュージャージー州から商業的に入手可能で
ある。ジナトリウムココアンホジアセテートの化学名を有する、他の最も好ましいココナ
ッツから誘導した両性界面活性剤は、ローディア（Rhodia）社、クランベリー、ニュージ
ャージー州から、商品名ＭｉｒａｎｏｌＴＭ　Ｃ２Ｍ－ＳＦ　Ｃｏｎｅの下で、販売され
ている。
【００８５】
　両性物質の種類、及びこれらの界面活性剤の種の典型的なリストは、１９７５年１２月
３０日に発行されたＬａｕｇｈｌｉｎ及びＨｅｕｒｉｎｇの米国特許第３，９２９，６７
８号明細書に記載されている。更なる例は、「界面活性剤及び洗剤（Surface Active Age
nts and Detergents）」（Ｓｃｈｗａｒｔｚ、Ｐｅｒｒｙ、及びＢｅｒｃｈによる、第Ｉ
巻及び第ＩＩ巻）である。
【００８６】
　双性界面活性剤
　双性界面活性剤は、両性界面活性剤の部分集合とみなすことができる。双性界面活性剤
は、第二級及び第三級アミン誘導体、複素環式の第二級及び第三級アミン誘導体、又は第
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四級アンモニウム、第四級ホスホニウム、若しくは第三級スルホニウム化合物の誘導体と
して広く記載することができる。典型的には、双性界面活性剤としては、正に荷電した第
四級アンモニウムイオン、又は場合によってはスルホニウムイオン若しくはホスホニウム
イオン、負に荷電したカルボキシル基、及びアルキル基が挙げられる。双性イオンは、分
子の等電領域においてほとんど等しい程度にイオン化し、正－負電荷中心間の強い「分子
内塩」引力を高めることができる、カチオン性基及びアニオン性基を一般に含む。そのよ
うな双性イオン合成界面活性剤の例としては、脂肪族の第四級アンモニウム、ホスホニウ
ム、及びスルホニウム化合物の誘導体が挙げられ、ここで、脂肪族基は、直鎖又は分岐鎖
であることができ、脂肪族置換基の１つが８～１８個の炭素原子を含んでおり、１つがア
ニオン性水溶性基、例えば、カルボキシ基、スルホネート基、サルフェート基、ホスフェ
ート基、又はホスホネート基を含む。ベタイン界面活性剤及びスルテイン界面活性剤は、
本明細書における使用のための、例示的な双性界面活性剤である。
【００８７】
　これらの化合物の一般式は：Ｒ１Ｙ＋（Ｒ２）ｘＣＨ２Ｒ３Ｚ－であり、Ｒ１は、０～
１０個のエチレンオキシド部分と０～１個のグリセリル部分とを有する、８～１８個の炭
素原子のアルキル基、アルケニル基、ヒドロキシアルキル基を含んでおり；Ｙは窒素、リ
ン、及び硫黄原子からなる群から選択され；Ｒ２は、１～３個の炭素原子を含む、アルキ
ル基、又はモノヒドロキシアルキル基であり；ｘは、Ｙが硫黄原子であるとき１であり、
Ｙが窒素又はリン原子であるとき２であり、Ｒ３は、アルキレン若しくはヒドロキシアル
キレン、又は１～４個の炭素原子のヒドロキシアルキレンであり、Ｚは、カルボキシレー
ト基、スルホネート基、サルフェート基、ホスホネート基、及びホスフェート基からなる
群から選択される基である。
【００８８】
　上記に掲げた構造を有する双性界面活性剤の例としては：４－［Ｎ，Ｎ－ジ（２－ヒド
ロキシエチル）－Ｎ－オクタデシルアンモニオ］－ブタン－１－カルボキシレート；５－
［Ｓ－３－ヒドロキシプロピル－Ｓ－ヘキサデシルスルホニオ］－３－ヒドロキシペンタ
ン－１－サルフェート；３－［Ｐ，Ｐ－ジエチル－Ｐ－３，６，９－トリオキサテトラコ
サンホスホニオ］－２－ヒドロキシプロパン－１－ホスフェート；３－［Ｎ，Ｎ－ジプロ
ピル－Ｎ－３－ドデコキシ－２－ヒドロキシプロピル－アンモニオ］－プロパン－１－ホ
スホネート；３－（Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ヘキサデシルアンモニオ）－プロパン－１－
スルホネート；３－（Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ヘキサデシルアンモニオ）－２－ヒドロキ
シ－プロパン－１－スルホネート；４－［Ｎ，Ｎ－ジ（２（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ
（２－ヒドロキシドデシル）アンモニオ］－ブタン－１－カルボキシレート；３－［Ｓ－
エチル－Ｓ－（３－ドデコキシ－２－ヒドロキシプロピル）スルホニオ］－プロパン－１
－ホスフェート；３－［Ｐ，Ｐ－ジメチル－Ｐ－ドデシルホスホニオ］－プロパン－１－
ホスホネート；及びＳ［Ｎ，Ｎ－ジ（３－ヒドロキシプロピル）－Ｎ－ヘキサデシルアン
モニオ］－２－ヒドロキシペンタン－１－サルフェートが挙げられる。上記の洗剤界面活
性剤に含まれるアルキル基は、直鎖又は分岐鎖、及び飽和又は不飽和であることができる
。本組成物の使用に適する双性界面活性剤としては、下記：（Ｒ’）（Ｒ’’）（Ｒ’’
’）Ｎ＋ＣＨ２ＣＯ２

－、（Ｒ’）（Ｒ’’）ＳＣＨ２ＣＯ２
－、（Ｒ’）（Ｒ’’）（

Ｒ’’’）Ｐ＋ＣＨ２ＣＯ２
－の一般構造のベタインが挙げられる。

【００８９】
　これらの界面活性剤ベタインは典型的に、極端なｐＨにおいて強いカチオン性又はアニ
オン性の性質を示さず、等電領域内で低減された水溶性も示さない。「外部的（external
）」第四級アンモニウム塩とは異なり、ベタインはアニオンと適合する。適切なベタイン
の例としては、ココナッツアシルアミドプロピルジメチルベタイン；ヘキサデシルジメチ
ルベタイン；Ｃ１２～１４アシルアミドプロピルベタイン；Ｃ８～１４アシルアミドヘキ
シルジエチルベタイン；Ｃ１４～１６アシルメチルアミドジエチルアンモニオ－１－カル
ボキシブタン；Ｃ１６～１８アシルアミドジメチルベタイン；Ｃ１２～１６アシルアミド
ペンタンジエチルベタイン；及びＣ１２～１６アシルメチルアミドジメチルベタインが挙
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げられる。
【００９０】
　本発明において有用なスルテインは、式Ｒ（Ｒ１）２Ｎ＋Ｒ２ＳＯ３

－を有するそれら
の化合物を含み、Ｒは、Ｃ６～Ｃ１８ヒドロカルビル基であり、Ｒ１はそれぞれ、典型的
には、独立して、Ｃ１～Ｃ３アルキル、例えばメチルであり、Ｒ２は、Ｃ１～Ｃ６ヒドロ
カルビル基、例えばＣ１～Ｃ３アルキレン、又はヒドロキシアルキレン基である。
【００９１】
　双性イオン物質の種類、及びこれらの界面活性剤の種の典型的なリストは、Ｌａｕｇｈ
ｌｉｎ及びＨｅｕｒｉｎｇの１９７５年１２月３０日公開の米国特許第３，９２９，６７
８号に記載されている。更なる例は、「界面活性剤及び洗剤（Surface Active Agents an
d Detergents）」（Ｓｃｈｗａｒｔｚ、Ｐｅｒｒｙ、及びＢｅｒｃｈによる、第Ｉ巻及び
第ＩＩ巻）である。
【００９２】
　界面活性剤は、使用濃度の洗浄溶液の約０．００１質量％～１質量％の範囲で好ましく
は存在する。
【００９３】
　更に好ましい方法において、洗剤組成物Ａが使用され、それらの濃縮物は、合計濃度に
基づいて１～１０質量％、好ましくは２～６質量％の界面活性剤を含む。
【００９４】
　アルカリ源
　アルカリ源は、洗剤組成物Ａの他の成分と適合する任意のアルカリ源であることができ
る。例示的なアルカリ源としては、アルカリ金属水酸化物、アルカリ金属塩、ホスフェー
ト、アミン、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００９５】
　洗剤組成物Ａは、アルカリ源を加えることによって、約１１以上約１４以下、好ましく
は約１２以上約１３以下のｐＨ値を達成するよう調整することができる。ｐＨ値は、細菌
、例えばバクテリア、菌類、ウイルス、及び胞子の数の最適化された減少を提供するため
に重要である。
【００９６】
　好ましいアルカリ金属水酸化物としては、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、及び水
酸化リチウムが挙げられる。しかしながら、最も好ましくは水酸化ナトリウムである。ア
ルカリ金属塩としては、炭酸ナトリウム、リン酸三ナトリウム、炭酸カリウム、及びこれ
らの混合物が挙げられる。ホスフェートとしては、ピロリン酸ナトリウム、ピロリン酸カ
リウム、及びこれらの混合物が挙げられる。アミンとしては、トリエタノールアミン、モ
ノエタノールアミン、ジエタノールアミン、及びこれらの混合物を含む群から選択される
アルカノールアミンが挙げられる。
【００９７】
　アルカリ源、好ましくはアルカリ金属水酸化物は、様々な形態、例えば固体ビーズの形
態、水溶液に溶解した形態、又はこれらの組み合わせで組成物に添加してもよい。アルカ
リ金属水酸化物は、１２～１００ＵＳメッシュの粒径の混合であるペレット又はビーズと
して、又は水溶液として、例えば約４５質量％、約５０質量％、及び約７３質量％の溶液
として商業的に入手可能である。
【００９８】
　防汚剤
　更に好ましくは、本発明の方法の工程ｂ）において使用される洗剤組成物Ａ又は洗浄液
は、汚れ変更特性を汚れに供給する特性を有する剤を含む。
【００９９】
　そのような剤は、浸透剤、プレ－スポッティング剤（pre-spotting agents）、すなわ
ち前処理剤、ＨＬＢ調節剤からなる群から選択してもよい。その後の洗浄で汚れが除去さ
れてもよいように、剤によって汚れが変更される。
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【０１００】
　防汚剤は、好ましくはポリマー防汚剤、好ましくはポリアルキレンテレフタレートとポ
リオキシエチレンテレフタレートとのブロックコポリマー、及びポリアルキレンテレフタ
レートとポリエチレングリコールとのブロックコポリマーを含むものである。好ましくは
、これらのポリマー防汚剤は、１つ又は複数の、負に荷電した官能基、例えばスルホネー
ト官能基、好ましくは上記ポリマー防汚剤の末端キャップ基が挙げられる。防汚剤の例と
しては、引用により本明細書中に含まれる米国特許第５，２３４，６１０号明細書に提供
されている。
【０１０１】
　汚れ抗再析剤
　洗剤組成物Ａは、抗再析剤を含んでもよい。いかなる特定の理論にも制約されることを
望まないが、抗再析剤は、緩くなった汚れが洗浄された布帛上へ再堆積することを防止す
ることを補助すると考えられる。抗再析剤を用いて、使用溶液中の汚れの懸濁を維持する
ことを促進し、汚れが除去された基質上へそれらが再堆積する傾向を低減することができ
る。
【０１０２】
　例示的な抗再析剤としては、脂肪酸アミド、フルオロカーボン界面活性剤、錯リン酸エ
ステル、スチレン無水マレイン酸コポリマー、及びセルロース誘導体、例えばカルボキシ
メチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース等が挙
げられる。特定の例示的な抗再析剤としては、スチレン無水マレイン酸コポリマー、トリ
ポリリン酸ナトリウム、カルボキシメチルセルロースナトリウム、ポリビニルピロリドン
、アクリル酸ポリマー、及びマレイン酸／オレフィンコポリマーが挙げられる。抗再析剤
の量は、洗剤組成物Ａの質量に基づいて約０．１質量％以上約１０質量％以下、好ましく
は約０．２質量％以上約５質量％以下、更に好ましくは約以上０．３質量％～約１質量％
以下、より更に好ましくは約０．４質量％以上～約０．５質量％以下である。
【０１０３】
　光学的増白剤
　蛍光増白剤又は蛍光増光剤と呼ばれる光学的増白剤は、布基材にキャストされた黄色に
光学的補償を提供する。光学的増白剤を用いて、黄変は、黄色を有する範囲と同程度の領
域に存在する光学的増白剤から放出される光に置き換えられる。光学的増白剤によって供
給される青色～紫色の光は、その場所から反射したその他の光と組み合わさり、実質的に
完全な又は強化された明るい白い外見を提供する。蛍光による増白剤は、この更なる光を
生じる。光学的増白剤は、紫外線の範囲（例えば、２７５～４００ｎｍ）の光を吸収する
ことができ、紫外の青いスペクトル（例えば、４００～５００ｎｍ）の光を放出すること
ができる。
【０１０４】
　光学的増白剤系に属する蛍光化合物は、多くの場合縮合環系を含む、典型的には芳香族
、又は芳香族複素環式材料である。これらの化合物の重要な構成は、芳香環に関連する共
役二重結合の連続した鎖の存在である。そのような共役二重結合の数は、分子の蛍光部分
の置換基及び平面性に依存する。
【０１０５】
　多くの増白剤化合物は、スチルベン、又は４，４’－ジアミノスチルベン、ビフェニル
、５員複素環（トリアゾール、オキサゾール、イミダゾール等）、又は６員複素環（クマ
リン、ナフタアルアミド、トリアジン等）の誘導体である。
【０１０６】
　第一の成分の洗剤組成物Ａに使用するための光学的増白剤の選択は、多くの要因、例え
ば洗剤の種類、第一の成分の洗剤組成物Ａに存在する成分の他の性質、洗浄水の温度、撹
拌の程度、及びタブ径に対する洗浄される材料の比率に依存する。増白剤の選択は、洗浄
される材料の種類、例えば、綿、合成物等にも依る。大部分の洗濯洗剤製品は様々な布帛
の洗浄に使用されるので、第一の成分の洗剤組成物Ａは増白剤の混合物を含むべきであり
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、それは様々な布帛にとって効果的である。そのような増白剤混合物の個々の成分が適合
することは当然必要である。
【０１０７】
　本発明において有用な光学的増白剤は公知であり、商業的に入手可能である。本発明で
有用な市販蛍光増白剤は、必ずしも限定されないが、スチルベン、ピラゾリン、クマリン
、カルボン酸、メチンシアニン、ジベンゾチオフェン－５，５－ジオキシド、アゾール、
５及び６員環式ヘテロ環、及び他の様々な物質の誘導体を含むサブグループに分類できる
。
【０１０８】
　特に適切な蛍光増白剤の例としては、限定されないが：ジスチリルビフェニル二スルホ
ン酸ナトリウム塩、及びシアヌル酸クロリド／ジアミノスチルベンジスルホン酸ナトリウ
ム塩が挙げられる。適切な商業的に入手可能な蛍光増白剤の例としては、限定されないが
：ＢＡＳＦ社から入手可能な、Ｔｉｎｏｐａｌ（登録商標）５　ＢＭ－ＧＸ、Ｔｉｎｏｐ
ａｌ（登録商標）ＣＢＳ－ＣＬ、Ｔｉｎｏｐａｌ（登録商標）ＣＢＳ－Ｘ、Ｔｉｎｏｐａ
ｌ（登録商標）ＤＭＳ－Ｘ、及びＴｉｎｏｐａｌ（登録商標）ＡＭＳ－ＧＸが挙げられる
。
【０１０９】
　この種の増白剤の更なる例は、「蛍光増白剤の製造及び応用（The Production and App
lication of Fluorescent Brightening Agents）」、Ｍ．Ｚａｈｒａｄｎｉｋ、ジョンワ
イリーアンドサンズ（John Wiley & Sons）出版、ニューヨーク（１９８２年）に開示さ
れており、当該開示は引用により本願明細書に取り入れられる。
【０１１０】
　本発明に有用であることがあるスチルベン誘導体としては、必ずしも限定されないが、
ビス（トリアジニル）アミノ－スチルベンの誘導体；スチルベンのビスアシルアミノ誘導
体；スチルベンのトリアゾール誘導体；スチルベンのオキサジアゾール誘導体；スチルベ
ンのオキサゾール誘導体；及びスチルベンのスチリル誘導体が挙げられる。好ましい光学
的増白剤としては、スチルベン誘導体が挙げられる。
【０１１１】
　適切に使用することができる光学的増白剤は、４，４’－ビス－（２－スルホスチリル
）ビフェニル（ＣＢＳ－Ｘ）及び／又は４，４’－ビス－［（４，６－ジ－アニリノ－ｓ
－トリアジン－２－イル）－アミノ］－２，２－スチルベンジスルホン酸（ＤＭＳ－Ｘ）
である。
【０１１２】
　光学的増白剤の量は、洗剤組成物Ａの質量に基づいて、約０．１質量％以上約２質量％
以下、より好ましくは約０．２質量％以上約１質量％以下であることができる。
【０１１３】
　消泡剤
　一般に、本発明に用いることができる消泡剤としては、シリカ、及びシリコーン；脂肪
酸、又は脂肪酸エステル；アルコール；サルフェート、又はスルホネート；アミン、又は
アミド；ハロゲン化化合物、例えばフルオロクロロ炭化水素；植物油、ワックス、鉱油、
及びそれらのスルホン化又は硫酸化誘導体；脂肪酸及び／又はそれらの石鹸、例えばアル
カリ、アルカリ土類金属石鹸；並びにホスフェート及びリン酸エステル、例えばアルキル
及びアルカリ性の二リン酸塩、その中でもトリブチルホスフェート；並びにこれらの混合
物が挙げられる。
【０１１４】
　より有効な泡防止剤の１つとしては、シリコーンが挙げられる。シリコーン、例えばジ
メチルシリコーン、グリコールポリシロキサン、メチルフェノールポリシロキサン、トリ
アルキル又はテトラアルキルシラン、疎水性シリカ消泡剤、及びこれらの混合物はすべて
、消泡用途に用いることができる。一般に入手可能な商業的な消泡剤としては、シリコー
ン、例えば、有機エマルジョン中に結合されたシリコーンである、アーマーインダストリ
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アルケミカルカンパニー（Armour Industrial ChemicalcCompany）社からのＡｒｄｅｆｏ
ａｍ（登録商標）；クルセイブルケミカルカンパニー（Krusable Chemical Company）社
から入手可能なシリコーン及び非シリコーン型消泡剤であり、シリコーンエステルである
、ＦｏａｍＫｉｌｌ（登録商標）又はＫｒｅｓｓｅｏ（登録商標）；並びにダウコーニン
グコーポレーション（Dow Corning Corporation）社からのＡｎｔｉ－Ｆｏａｍ　Ａ（登
録商標）、及びＤＣ－２００が挙げられる。これらの消泡剤は、約０．０１質量％～約２
０質量％、約０．０１質量％～約５質量％、約０．０１質量％～約４質量％、約０．０１
質量％～約３質量％、約０．０１質量％～約２質量％、約０．０１質量％～約１．５質量
％、又は約０．０１質量％～約１質量％の濃度で存在することができる。
【０１１５】
　本発明の好ましい実施形態において、用いることができる他の消泡剤としては、有機ア
ミド、例えばクラリアント（Clariant）社からのＡｎｔｉｍｕｓｓｏｌ（登録商標）、又
は油及び／若しくはポリアルキレンベースの化合物、例えばミュンジング（Munzing）社
からのＡｇｉｔａｎ（登録商標）、又は分岐脂肪族アルコール、例えばサソール（Sasol
）社からのＩｓｏｆｏｌ（登録商標）が挙げられる。
【０１１６】
　本発明の組成物は、アルカリ性の環境において安定でありかつ酸化的に安定であるアル
コールアルコキシレートに基づく、泡防止剤（antifoaming agents）又は消泡剤（defoam
ing agents）を更に含んでもよい。このため、より有効な泡防止剤の１つは、約Ｃ８～Ｃ

１２、より詳細にはＣ９～Ｃ１１のアルコール鎖長を有し、かつアルキレンオキシド部分
の全体又は一部にポリ－プロピレンオキシドアルコキシレートを有する、アルコールアル
コキシレートである。この種類の一般に入手可能な商業的な消泡剤としては、アルコキシ
レート、例えばＢＡＳＦ　Ｄｅｇｒｅｓｓａｌの；特にＤｅｇｒｅｓｓａｌ　ＳＤ２０で
ある。
【０１１７】
　更にいわゆる曇り点消泡剤（典型的には、エトキシル化／プロポキシル化アルコールか
らなる非イオン性界面活性剤）、例えばＢＡＳＦ社からのＰｌｕｒａｆａｃ（登録商標）
型、又はコグニス（Cognis）社からのＤｅｈｙｐｏｎ（登録商標）型を、本発明において
用いてもよい。
【０１１８】
　キレート剤成分
　洗剤組成物Ａは、アルカリ性の条件で用いた場合に汚れ除去特性を示すキレート剤を含
んでもよい。キレート剤成分は、汚れ内の金属を束縛して、洗浄及び洗浄力を支援するた
めに提供される。キレート剤成分は、組成物の一部として提供することができる。キレー
ト剤成分は、洗剤組成物Ａの質量に基づいて、約１質量％以上約３０質量％以下、好まし
くは約２質量％以上約２０質量％以下、更に好ましくは約４質量％～約１０質量％以下、
より好ましくは約６質量％以上約８質量％以下の量で組成物に提供することができる。キ
レート剤成分は、異なるキレート剤の混合物を含むことができることを理解すべきである
。
【０１１９】
　本発明に用いることができる例示的なキレート剤としては、ホスホネート、グルコン酸
ナトリウム、ジエチレントリアミン五酢酸のペンタナトリウム塩（名称Ｖｅｒｓｅｎｅｘ
８０（登録商標）の下で入手可能）、グルコヘプトン酸ナトリウム、エチレンジアミン四
酢酸（ＥＤＴＡ）、エチレンジアミン四酢酸の塩、ヒドロキシエチルエチレンジアミン三
酢酸（ＨＥＤＴＡ）、ヒドロキシエチルエチレンジアミン三酢酸の塩、ニトリロ三酢酸（
ＮＴＡ）、ニトリロ三酢酸の塩、ジエタノールグリシンナトリウム塩（ＤＥＧ）、エタノ
ールジグリシン二ナトリウム塩（ＥＤＧ）、四ナトリウムＮ，Ｎ－ビス（カルボキシラト
メチル）－Ｌ－グルタメート（ＧＬＤＡ）、及びこれらの混合物が挙げられる。エチレン
ジアミン四酢酸の例示的な塩としては、二ナトリウム塩、四ナトリウム塩、二アンモニウ
ム塩、及び三ナトリウム塩が挙げられる。ヒドロキシエチルエチレンジアミン三酢酸の例
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示的な塩は、三ナトリウム塩である。
【０１２０】
　適切なヒドロキシモノカルボン酸化合物としては、限定されないが、クエン酸；プロピ
オン酸；グルコン酸；グリコール酸；グルコヘプタン酸；コハク酸；乳酸；メチル乳酸；
２－ヒドロキシブタン酸；マンデル酸；アトロ乳酸；フェニル乳酸；グリセリン酸；２，
３，４－トリヒドロキシブタン酸；アルファヒドロキシラウリン酸；ベンジル酸；イソク
エン酸；シトラマル酸；アガリシン酸；キナ酸；ウロン酸、例えばグルクロン酸、グルク
ロノラクトン酸、ガラクツロン酸、及びガラクツロノラクトン酸；ヒドロキシピルビン酸
；アスコルビン酸；及びトロパ酸が挙げられる。好ましいヒドロキシモノカルボン酸化合
物としては、クエン酸；プロピオン酸；グルコン酸；グリコール酸；グルコヘプタン酸；
及びコハク酸が挙げられる。適切なヒドロキシジカルボン酸化合物としては、限定されな
いが、タルトロン酸；リンゴ酸；酒石酸；アラビラル酸；リバル酸；キシラル酸；リキサ
ル酸；グルカル酸；ガラクタル酸；マンナル酸；グラル酸；アラル酸；アルトラル酸；イ
ダル酸；及びタラル酸が挙げられる。好ましいヒドロキシジカルボン酸化合物としては、
酒石酸、及びエチレンジアミン四酢酸が挙げられる。
【０１２１】
　第一の成分に用いることができる適切なキレート剤としては、イミノジコハク酸、好ま
しくはイミノジコハク酸のナトリウム塩、ヒドロキシエチリデンジホスホン酸、及び／又
は四ナトリウムＮ，Ｎ－ビス（カルボキシラトメチル）－Ｌ－グルタメート（ＧＬＤＡ）
である。
【０１２２】
　封鎖剤／ビルダー剤
　洗剤組成物Ａは、金属イオン封鎖剤を含んでもよい。一般に、金属イオン封鎖剤は、一
般に天然水で見られる金属イオンに配位（すなわち、結合）して、金属イオンが洗剤組成
物の他の洗浄成分の作用を妨げることを防止することができる分子である。いくつかのキ
レート剤／封鎖剤は、有効量で含まれる場合、閾値剤（threshold agent）として機能す
ることもできる。キレート剤／封鎖剤に関する更なる議論については、カーク－オスマー
（Kirk-Othmer）、化学技術百科事典（Encyclopedia of Chemical Technology）、第三版
、第５巻、３３９～３６６頁、及び第２３巻、３１９～３２０頁を参照のこと。例えば、
有機ホスホネート、アミノカルボン酸、縮合ホスフェート、無機ビルダー剤、ポリマーポ
リカルボキシレート、これらの混合物等を含む様々な封鎖剤を使用することができる。そ
のような封鎖剤、及びビルダー剤は、商業的に入手可能である。
【０１２３】
　適切な縮合ホスフェートとしては、オルトリン酸ナトリウム、及びオルトリン酸カリウ
ム、ピロリン酸ナトリウム、及びピロリン酸カリウム、トリポリリン酸ナトリウム及びト
リポリリン酸カリウム、ヘキサメタリン酸ナトリウムが挙げられ、好ましくはトリポリリ
ン酸のものである。
【０１２４】
　一実施形態において、本発明の組成物は、金属イオン封鎖剤又はビルダー剤として、縮
合ホスフェート及びポリアクリレート、又は他のポリマー、例えば、トリポリリン酸ナト
リウム、及びポリアクリレートを含む。
【０１２５】
　縮合ホスフェートのナトリウム塩は、対応するカリウム塩より好ましい。
【０１２６】
　ビルダー剤としては、有機ホスホネート、例えば有機ホスホン酸、及びそのアルカリ金
属塩が挙げられる。適切な有機ホスホネートのいくつかの例としては：
【０１２７】
　１－ヒドロキシエタン－１，１－ジホスホン酸：
ＣＨ３Ｃ（ＯＨ）［ＰＯ（ＯＨ）２］２；
【０１２８】
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　アミノトリ（メチレンホスホン酸）：
Ｎ［ＣＨ２ＰＯ（ＯＨ）２］３；
【０１２９】
　アミノトリ（メチレンホスホネート）、ナトリウム塩；
２－ヒドロキシエチルイミノビス（メチレンホスホン酸）：ＨＯＣＨ２ＣＨ２Ｎ［ＣＨ２

ＰＯ（ＯＨ）２］２；
【０１３０】
　ジエチレントリアミンペンタ（メチレンホスホン酸）：
（ＨＯ）２ＰＯＣＨ２Ｎ［ＣＨ２ＣＨ２Ｎ［ＣＨ２ＰＯ（ＯＨ）２］２］２；
【０１３１】
　ジエチレントリアミンペンタ（メチレン－ホスホン酸）、ナトリウム塩：
Ｃ９Ｈ（２８－ｘ）Ｎ３ＮａｘＯ１５Ｐ５（ｘ＝７）；
【０１３２】
　ヘキサメチレンジアミン（テトラメチレンホスホン酸）、カリウム塩：
Ｃ１０Ｈ（２８－ｘ）Ｎ２ＫｘＯ１２Ｐ４（ｘ＝６）；
【０１３３】
　ビス（ヘキサメチレン）トリアミン（ペンタメチレンホスホン酸）：
（ＨＯ２）ＰＯＣＨ２Ｎ［（ＣＨ２）６Ｎ［ＣＨ２ＰＯ（ＯＨ）２］２］２；及びリン酸
Ｈ３ＰＯ３；並びに、他の同様の有機ホスホネート、及びこれらの混合物が挙げられる。
【０１３４】
　２－ヒドロキシエチルイミノビス（メチレンホスホン酸）：
ＨＯＣＨ２ＣＨ２Ｎ［ＣＨ２ＰＯ（ＯＨ）２］２；
【０１３５】
　ジエチレントリアミンペンタ（メチレンホスホン酸）：
（ＨＯ）２ＰＯＣＨ２Ｎ［ＣＨ２ＣＨ２Ｎ［ＣＨ２ＰＯ（ＯＨ）２］２］２；
【０１３６】
　ジエチレントリアミンペンタ（メチレンホスホン酸）、ナトリウム塩：
Ｃ９Ｈ（２８－ｘ）Ｎ３ＮａｘＯ１５Ｐ５（ｘ＝７）；
【０１３７】
　ヘキサメチレンジアミン（テトラメチレンホスホン酸）、カリウム塩：
Ｃ１０Ｈ（２８－ｘ）Ｎ２ＫｘＯ１２Ｐ４（ｘ＝６）；
【０１３８】
　ビス（ヘキサメチレン）トリアミン（ペンタメチレンホスホン酸）：
（ＨＯ２）ＰＯＣＨ２Ｎ［（ＣＨ２）６Ｎ［ＣＨ２ＰＯ（ＯＨ）２］２］２；及びリン酸
Ｈ３ＰＯ３；並びに、他の同様の有機ホスホネート、及びこれらの混合物が挙げられる。
【０１３９】
　金属イオン封鎖剤は、アミノカルボン酸型金属イオン封鎖剤であることができ、又はア
ミノカルボン酸型金属イオン封鎖剤を含むことができる。適切なアミノカルボン酸型封鎖
剤としては、酸又はそのアルカリ金属塩、例えば、アミノアセテート及びその塩が挙げら
れる。いくつかの例としては、Ｎ－ヒドロキシエチルアミノ二酢酸；ヒドロキシエチレン
ジアミン四酢酸、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）；メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）；２－
ヒドロキシエチルイミノ二酢酸（ＨＥＩＤＡ）；エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）；
Ｎ－ヒドロキシエチル－エチレンジアミン三酢酸（ＨＥＤＴＡ）；ジエチレントリアミン
五酢酸（ＤＴＰＡ）；及びアラニン－Ｎ，Ｎ－二酢酸など；及びこれらの混合物が挙げら
れる。好ましいアミノカルボキシレートとしては、ＥＤＴＡ、ＭＧＤＡ、及びＨＥＩＤＡ
のナトリウム塩が挙げられる。
【０１４０】
　使用することができる例示的な金属イオン封鎖剤又はビルダー剤としては、イミノジコ
ハク酸（ＩＤＳ）、及びイミノジコハク酸の塩を含む。そのような金属イオン封鎖剤は、
他の封鎖剤と比較してより環境にやさしいと一般的に考えられているため望ましい。
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【０１４１】
　金属イオン封鎖剤及び／又はビルダー剤は、任意成分であることを理解すべきである。
【０１４２】
　本発明の組成物が金属イオン封鎖剤及び／又はビルダー剤を含む場合、金属イオン封鎖
剤及び／又はビルダー剤は、洗剤組成物Ａの質量に基づいて、約１質量％以上約３０質量
％以下、好ましくは約２質量％以上約２０質量％以下、より好ましくは約４質量％以上約
１０質量％以下、更に好ましくは約６質量％以上約８質量％以下の量で提供することがで
きる。
【０１４３】
　酵素
　洗剤組成物Ａは、酵素材料を更に含んでもよい。酵素材料は、プロテアーゼ、アミラー
ゼ、リパーゼ、セルラーゼ、ペルオキシダーゼ、及びその混合物から選択することができ
る。酵素材料は、洗剤組成物Ａの質量に基づいて、約０．００１質量％～約３質量％の濃
度で上記組成物に存在することができる。
【０１４４】
　洗剤組成物Ａは、洗浄性能及び／又は布帛ケアの利益を提供する一つ又は複数の酵素を
含むことができる。本明細書において酵素は、例えば、タンパク質ベースの、炭水化物ベ
ースの、若しくはトリグリセリドベースのステインの除去を含む多種多様な布帛洗濯目的
のために、及び／又は布帛修復のために含まれることができる。適当な酵素の例としては
、限定されないが、ヘミセルラーゼ、ペルオキシダーゼ、プロテアーゼ、セルラーゼ、キ
シラナーゼ、リパーゼ、ホスホリパーゼ、エステラーゼ、クチナーゼ、ペクチナーゼ、ケ
ラチナーゼ、レダクターゼ、オキシダーゼ、フェノールオキシダーゼ、リポキシゲナーゼ
、リグニナーゼ、プルラナーゼ、タンナーゼ、ペントサナーゼ、マラナーゼ、［β］－グ
ルカナーゼ、アラビノシダーゼ、ヒアルロニダーゼ、コンドロイチナーゼ、ラッカーゼ、
アミラーゼ、又はこれらの組み合わせが挙げられ、また、あらゆる適切な起源であってよ
い。一つ又は複数の酵素の選択は、要因、例えばｐＨ活性、安定性最適条件、熱安定性、
活性洗剤に対する安定性、キレート剤、ビルダー剤等が考慮される。本明細書において有
用な洗浄酵素混合物は、アミラーゼと併用した、プロテアーゼ、リパーゼ、クチナーゼ、
及び／又はセルラーゼである。洗浄酵素のサンプルは、米国特許第６，５７９，８３９号
明細書に記載されている。
【０１４５】
　酵素は、洗剤１ｇ当たりの活性酵素の質量で、通常は最高約５ｍｇ、より典型的には約
０．０１ｍｇ～約３ｍｇ存在する。換言すると、本明細書において洗剤は、約０．００１
質量％～約５質量％、又は約０．０１質量％～約２質量％、又は約０．０５質量％～約１
質量％の商業的な酵素調剤を典型的に含む。プロテアーゼ酵素は、洗剤１ｇ当たりに約０
．００５～約０．１ＡＵの活性で存在する。本明細書において有用なプロテアーゼとして
は、バチルス（Bacillus）からのズブチリシン（subtilisins）のようなもの［例えば、
バチルスズブチリス（Bacillus subtilis）、バチルスレンタス（Bacillus lentus）、バ
チルスリケニフォルミス（Bacillus licheniformis）、バチルスアミロリケファシエンス
（Bacillus amyloliquefaciens）（ＢＰＮ、ＢＰＮ’）、バチルスアルカロフィルス（Ba
cillus alcalophilus）］、例えばＥｓｐｅｒａｓｅ（登録商標）、Ａｌｃａｌａｓｅ（
登録商標）、Ｅｖｅｒｌａｓｅ（登録商標）、及びＳａｖｉｎａｓｅ（登録商標）（ノボ
ザイム（Novozymes）社）、ＢＬＡＰ及び異型（ヘンケル（Henkel）社）が挙げられる。
更なるプロテアーゼは、欧州特許出願公開第１３０７５６号明細書、国際公開第９１／０
６６３７号、国際公開第９５／１０５９１号、及び国際公開第９９／２０７２６号に記載
されている。アミラーゼは、英国特許第１２９６８３９号公報、国際公開第９４／０２５
９７号、及び国際公開第９６／２３８７３号に記載されており；及びＰｕｒａｆｅｃｔ　
Ｏｘ　Ａｍ（登録商標）（ジェネンコア（Genencor）社）、Ｔｅｒｍａｍｙｌ（登録商標
）、Ｎａｔａｌａｓｅ（登録商標）、Ｂａｎ（登録商標）、Ｆｕｎｇａｍｙｌ（登録商標
）、Ｄｕｒａｍｙｌ（登録商標）（全てノボザイム（Novozymes）社）、及びＲＡＰＩＤ
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　ＡＳＥ（インターナショナルバイオシンセティクス（International Bio-Synthetics）
社）として入手可能である。
【０１４６】
　本明細書においてセルラーゼは、ｐＨ最適条件が５～９．５である細菌及び／又は菌類
のセルラーゼを含む。適切なセルラーゼは、１９８４年３月６日に発行されたＢａｒｂｅ
ｓｇｏａｒｄらの米国特許第４，４３５，３０７号に開示されている。本明細書において
有用なセルラーゼは、細菌又は菌類のセルラーゼ、例えばヒューミコラインソレンス（Hu
micola insolens）、特にＤＳＭ１８００、例えば５０ｋＤ～４３ｋＤ（Ｃａｒｅｚｙｍ
ｅ（登録商標））によって生じるセルラーゼが挙げられる。更なる適切なセルラーゼとし
ては、トリコデルマロンギブラキアタム（Trichoderma longibrachiatum）からのＥＧＩ
ＩＩセルラーゼである。ノボザイム（Novozymes）社による国際公開第０２／０９９０９
１には、バチルスｓｐ．、ＤＳＭ１２６４８に内因する、エンド－β－グルカナーゼ活性
（ＥＣ３．２．１．４）を示す酵素；洗剤及び布地用途に使用されること；並びに国際公
開第０４／０５３０３９における抗再析エンドグルカナーゼが記載されている。花王の欧
州特許出願公開第２６５８３２号明細書には、バチルスｓｐ．ＫＳＭ－６３５の培養生成
物から分離した、アルカリ性のセルラーゼＫ、ＣＭＣａｓｅ　Ｉ、及びＣＭＣａｓｅ　Ｉ
Ｉが記載されている。花王は、アルカリ性の環境のための、容易に大量生産できる、高活
性アルカリ性セルラーゼ／エンドグルカナーゼを更に記載している：欧州特許出願公開第
１３５０８４３号明細書（ＫＳＭ　Ｓ２３７；１１３９；ＫＳＭ　６４；ＫＳＭ　Ｎ１３
１）、欧州特許出願公開第２６５８３２Ａ号明細書（ＫＳＭ　６３５、ＦＥＲＭ　ＢＰ　
１４８５）、欧州特許出願公開第０２７１０４４Ａ号明細書（ＫＳＭ　５３４、ＦＥＲＭ
　ＢＰ　１５０８；ＫＳＭ　５３９、ＦＥＲＭ　ＢＰ　１５０９；ＫＳＭ　５７７、ＦＥ
ＲＭ　ＢＰ　１５１０；ＫＳＭ　５２１、ＦＥＲＭ　ＢＰ　１５０７；ＫＳＭ　５８０、
ＦＥＲＭ　ＢＰ　１５１１；ＫＳＭ　５８８、ＦＥＲＭ　ＢＰ　１５１３；ＫＳＭ　５９
７、ＦＥＲＭ　ＢＰ　１５１４；ＫＳＭ　５２２、ＦＥＲＭ　ＢＰ　１５１２；ＫＳＭ　
３４４５、ＦＥＲＭ　ＢＰ　１５０６；ＫＳＭ　４２５、ＦＥＲＭ　ＢＰ　１５０５）。
そのようなエンドグルカナーゼは、上記バチルス種の１つに内因するポリペプチド（又は
その異型）を含んでもよい。他の適切なセルラーゼは、パエニバチルスポリキサマ（Paen
ibacilus polyxyma）（野生型）、例えば国際公開第０１／０６２９０３に記載されてい
るＸＹＧ１００６からの、エンド－β－１，４－グルカナーゼ活性を示すファミリー４４
グリコシルヒドロラーゼ酵素又はその異型である。本明細書において有用なカルボヒドラ
ーゼとしては、例えば、マンナナーゼ（例えば、米国特許第６，０６０，２９９号明細書
を参照）、ペクチン酸リアーゼ（例えば、国際公開第９９／２７０８３号を参照）、シク
ロマルトデキストリングルカノトランスフェラーゼ（例えば、国際公開第９６／３３２６
７号を参照）、及び／又はキシログルカナーゼ（例えば、国際公開第９９／０２６６３を
参照）が挙げられる。本明細書において有用な、エンハンサーを有する漂白酵素としては
、例えば、ペルオキシダーゼ、ラッカーゼ、オキシゲナーゼ、リポキシゲナーゼ（例えば
、国際公開第９５／２６３９３号を参照）、及び／又は（非ヘム）ハロペルオキシダーゼ
が挙げられる。
【０１４７】
　適切なエンドグルカナーゼとしては：
　１）エンド－β－１，４－グルカナーゼ活性（Ｅ．Ｃ．３．２．１．4）を示し、国際
公開第０２／０９９０９１号の配列番号２の位置１－７７３のアミノ酸配列に対して少な
くとも９０％、又は少なくとも９４％、又は少なくとも９７％、又は少なくとも９９％、
又は１００％の配列同一性を有する、酵素；又は、エンド－β－１，４－グルカナーゼ活
性を有するそのフラグメント。ＧＣＧプログラムにおけるＧＡＰは、ＧＡＰ導入ペナルテ
ィ３．０、及びＧＡＰ拡張ペナルティ０．１を用いて同一性を決定する。２００２年１２
月１２日のノボザイム（Novozymes）Ａ／Ｓによる国際公開第０２／０９９０９１号、例
えば、ノボザイム（Novozymes）Ａ／ＳによるＣｅｌｌｕｃｌｅａｎ（ＴＭ）を参照のこ
と。ＧＣＧは、配列分析ソフトウェアパッケージ（アクセルリス（Accelrys）社、カリフ
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ォルニア州、サンディエゴ、米国）を意味する。ＧＣＧは、ニードルマン（Needleman）
及びヴンシュ（Wunsch）アルゴリズムを使用して、マッチ数を最大化し、かつギャップ数
を最小化する２つの完全な配列の連なりを見つける、ギャップ（ＧＡＰ）と呼ばれるプロ
グラムを含む。
【０１４８】
　２）２００３年１０月８日に公開された花王の欧州特許出願公開第１３５０８４３Ａに
記載されている、アルカリ性エンドグルカナーゼ酵素（［００１１］～［００３９］、及
び例１～４）。適切なリパーゼとしては、シュードモナス（Pseudomonas）及びクロモバ
クター（Chromobacter）によって生じるもの、並びにノボザイム（Novozymes）社からの
ＬＩＰＯＬＡＳＥ（登録商標）、ＬＩＰＯＬＡＳＥ　ＵＬＴＲＡ（登録商標）、ＬＩＰＯ
ＰＲＩＭＥ（登録商標）、及びＬＩＰＥＸ（登録商標）が挙げられる。また、１９７８年
２月２４日公開の特願昭５３－２０４８７号明細書、アレアリオ・ファーマシュティカル
（Areario Pharmaceutical）社、名古屋、日本から入手可能な、商品名リパーゼＰ「Ａｍ
ａｎｏ」を参照のこと。他の商業的なリパーゼとしては、東洋醸造社、田方、日本から入
手可能な、Ａｍａｎｏ－ＣＥＳ、リパーゼｅｘクロモバクタービスコサム；並びにＵ．Ｓ
．バイオケミカル（U.S. Biochemical）社、米国、及びダイオシンス（Diosynth）社、オ
ランダからのクロモバクタービスコサムリパーゼ、及びリパーゼｅｘシュードモナスグラ
ジオリが挙げられる。クチナーゼ［ＥＣ３．１．１．５０］、及びエステラーゼもまた適
切である。液体洗剤処方のために有用な酵素、及びそのような処方へのそれらの取り込み
は、１９８１年４月１４日に発行されたＨｏｒａらによる米国特許第４，２６１，８６８
号に開示されている。一実施形態において、本明細書において液体組成物は、野生型プロ
テアーゼ酵素を実質的に含まない（すなわち、測定可能な量を含まない）。典型的な組合
せは、例えば、プロテアーゼ及びリパーゼをアミラーゼと併用して含んでもよい酵素カク
テルである。洗剤組成物中に存在する場合、上述の更なる酵素は、組成物の約０．０００
０１質量％～約２質量％、約０．０００１質量％～約１質量％、又は更には約０．００１
質量％～約０．５質量％の酵素タンパク質の濃度で存在してもよい。
【０１４９】
　酵素安定剤
　洗剤に使用するための酵素は、様々な技術によって安定化することができる。本明細書
において使用される酵素は、酵素にカルシウム及び／又はマグネシウムイオンを提供する
、そのようなイオンの水溶性の源を最終的な組成物中に存在させることによって、安定化
することができる。プロテアーゼを含む水性組成物の場合、可逆的なプロテアーゼ阻害剤
、例えばホウ素化合物を加えて、安定性を更に改善することができる。有用な酵素安定剤
系は、カルシウム及び／又はマグネシウム化合物、ホウ素化合物及び置換ホウ酸、芳香族
ホウ酸エステル、ペプチド及びペプチド誘導体、ポリオール、低分子量カルボキシレート
、比較的疎水性な有機化合物［例えば、特定のエステル、ジアルキルグリコールエーテル
、アルコール又はアルコールアルコキシレート］、カルシウムイオン源に加えてアルキル
エーテルカルボキシレート、ベンジルアミン塩酸塩、低脂肪族アルコール及びカルボン酸
、Ｎ，Ｎ－ビス（カルボキシメチル）セリン塩；（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル
酸エステルコポリマー、及びＰＥＧ；リグニン化合物、ポリアミドオリゴマー、グリコー
ル酸、又はその塩；ポリヘキサメチレンビグアニド、又はＮ，Ｎ－ビス－３－アミノ－プ
ロピル－ドデシルアミン、又は塩；及びこれらの混合物である。洗剤は、可逆的プロテア
ーゼ阻害剤、例えば、ペプチド若しくはタンパク質型、又はファミリーＶＩの変性ズブチ
リシン阻害剤及びプラスミノストレピン；ロイペプチン、ペプチドトリフルオロメチルケ
トン、又はペプチドアルデヒドを含んでもよい。酵素安定剤は、１リットル当たり約１～
約３０ミリモル、又は約２～約２０ミリモル、又は約５～約１５ミリモル、又は約８～約
１２ミリモルの安定剤イオンで存在する。
【０１５０】
　保存剤
　前記のように、本発明による方法の工程ｂ）において、洗剤組成物Ａに加えて、好まし
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くは保存剤もまた液体洗浄中に使用される。保存剤は、洗剤組成物Ａにおける微生物の成
長を低減又は防止するために使用される。また、保存剤は、洗剤組成物Ａの使用溶液中の
、及び洗浄用布地上の微生物の成長を低減又は防止するために、液体洗浄中に使用される
。
【０１５１】
　好ましくは、保存剤は、アミン、第四級アンモニウム化合物、アルデヒド、抗菌性の酸
及びその塩、カルボン酸エステル、酸アミド、フェノール、フェノール誘導体、ジフェニ
ル、ジフェニルアルカン、尿素誘導体、酸素アセタール、酸素ホルマール、窒素アセター
ル、窒素ホルマール、ベンズアミジン、イソチアゾリン、フタルイミド誘導体、ピリジン
誘導体、グアニジン、キノリン、並びにこれらの混合物から選択される。
【０１５２】
　これらの保存剤は、ウイルス、バクテリア、かび、又は酵母に対して効果的に作用する
。
【０１５３】
　本出願の文脈における保存剤とは、抗菌性作用を有し、それで処理した布地布帛上の、
及び洗浄用布地を洗浄する洗剤組成物Ａの使用溶液中の微生物数を低減することが可能な
化合物を意味する。
【０１５４】
　抗菌性の範囲及び作用機構に応じて、保存剤又は殺生物性化合物は、静菌剤及び殺菌剤
、静真菌剤及び殺真菌剤等に区別される。適切な保存剤は、アミン、第四級アンモニウム
化合物、アルデヒド、抗菌性の酸、又はその塩、カルボン酸エステル、酸アミド、フェノ
ール、フェノール誘導体、ジフェニル、ジフェニルアルカン、尿素誘導体、酸素アセター
ル、酸素ホルマール、窒素アセタール、窒素ホルマール、ベンズアミジン、イソチアゾリ
ン、フタルイミド誘導体、ピリジン誘導体、グアニジン、キノリン、１，２－ジブロモ－
２，４－ジシアノブタン、ヨード－２－プロピルブチルカルバメート、ヨウ素、ヨードフ
ォア、ハロゲン化合物、及び上記の任意の混合物から好ましくは選択される。
【０１５５】
　本願明細書の保存剤としては、ウンデシレン酸、サリチル酸、ジヒドロ酢酸、ｏ－フェ
ニルフェノール、Ｎ－メチルモルホリノアセトニトリル（ＭＭＡ）、２－ベンジル－４－
クロロフェノール、２，２’－メチレンビス（６－ブロモ－４－クロロフェノール）、４
，４’－ジクロロ－２'－ヒドロキシジフェニルエーテル（ジクロサン）、２，４，４’
－トリクロロ－２'－ヒドロキシジフェニルエーテル（トリクロサン）、クロルヘキシジ
ン、Ｎ－（４－クロロフェニル）－Ｎ－（３，４－ジクロロフェニル）尿素、Ｎ，Ｎ’－
（１，１０－デカンジイルジ－１－ピリジニル－４－イリデン）－ビス（１－オクタンア
ミン）ジヒドロクロリド、Ｎ，Ｎ’－ビス（４－クロロフェニル）－３，１２－ジイミノ
－２，４，１１，１３－テトラアザテトラデカンジイミドアミド、グルコプロタミン、グ
アニジン、例えばビグアニジン及びポリグアニジン、例えば１，６－ビス（２－エチルヘ
キシルビグアニドヘキサン）ジヒドロクロリド、１，６－ジ－（Ｎ１，Ｎ１’－フェニル
ジグアニド－Ｎ５，Ｎ５’）ヘキサンテトラヒドロクロリド、１，６－ジ－（Ｎ１，Ｎ１
’－フェニル－Ｎ１，Ｎ１－メチルジグアニド－Ｎ５，Ｎ５’）ヘキサンジヒドロクロリ
ド、１，６－ジ－（Ｎ１，Ｎ１’－ｏ－クロロフェニルジグアニド－Ｎ５，Ｎ５’）ヘキ
サンジヒドロクロリド、１，６－ジ（Ｎ１，Ｎ１’－２，６－ジクロロフェニルジグアニ
ド－Ｎ５，Ｎ５’）ヘキサンジヒドロクロリド、１，６－ジ－［Ｎ１，Ｎ１’－ベータ－
（ｐ－メトキシフェニル）ジグアニド－Ｎ５，Ｎ５’］ヘキサンジヒドロクロリド、１，
６－ジ－（Ｎ１，Ｎ１’－アルファ－メチル－ベータ－フェニルジグアニド－Ｎ５，Ｎ５
’）ヘキサンジヒドロクロリド、１，６－ジ－（Ｎ１，Ｎ１’－ｐ－ニトロフェニルジグ
アニド－Ｎ５，Ｎ５’）ヘキサンジヒドロクロリド、オメガ：オメガ－ジ－（Ｎ１，Ｎ１
’－フェニルジグアニド－Ｎ５，Ｎ５’）－ジ－ｎ－プロピルエーテルジヒドロクロリド
、オメガ：オメガ’－ジ－（Ｎ１，Ｎ１’－ｐ－クロロフェニルジグアニド－Ｎ５，Ｎ５
’）－ジ－ｎ－プロピルエーテルテトラヒドロクロリド、１，６－ジ－（Ｎ１，Ｎ１’－
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２，４－ジクロロフェニルジグアニド－Ｎ５，Ｎ５’）ヘキサンテトラヒドロクロリド、
１，６－ジ－（Ｎ１，Ｎ１’－ｐ－メチルフェニルジグアニド－Ｎ５，Ｎ５’）ヘキサン
ジヒドロクロリド、１，６－ジ－（Ｎ１，Ｎ１’－２，４，５－トリクロロフェニルジグ
アニド－Ｎ５，Ｎ５’）ヘキサンテトラヒドロクロリド、１，６－ジ－［Ｎ１，Ｎ１’－
アルファ－（ｐ－クロロフェニル）エチルジグアニド－Ｎ５，Ｎ５’］ヘキサンジヒドロ
クロリド、オメガ：オメガ－ジ－（Ｎ１，Ｎ１’－ｐ－クロロフェニルジグアニド－Ｎ５
，Ｎ５’）ｍ－キシリルジヒドロクロリド、１，１２－ジ－（Ｎ１，Ｎ１’－ｐ－クロロ
フェニルジグアニド－Ｎ５，Ｎ５’）ドデカンジヒドロクロリド、１，１０－ジ－（Ｎ１
，Ｎ１’－フェニルジグアニド－Ｎ５，Ｎ５’）デカンテトラヒドロクロリド、１，１２
－ジ－（Ｎ１，Ｎ１’－フェニルジグアニド－Ｎ５，Ｎ５’）ドデカンテトラヒドロクロ
リド、１，６－ジ－（Ｎ１，Ｎ１’－ｏ－クロロフェニルジグアニド－Ｎ５，Ｎ５’）ヘ
キサンジヒドロクロリド、１，６－ジ－（Ｎ１、Ｎ１’－ｏ－クロロフェニルジグアニド
－Ｎ５，Ｎ５’）ヘキサンテトラヒドロクロリド、エチレンビス（１－トルイルビグアニ
ド）、エチレンビス（ｐ－トルイルビグアニド）、エチレンビス（３，５－ジメチルフェ
ニルビグアニド）、エチレンビス（ｐ－ｔｅｒｔ－アミルフェニルビグアニド）、エチレ
ンビス（ノニルフェニルビグアニド）、エチレンビス（フェニルビグアニド）、エチレン
ビス（Ｎ－ブチルフェニルビグアニド）、エチレンビス（２，５－ジエトキシフェニルビ
グアニド）、エチレンビス（２，４－ジメチルフェニルビグアニド）、エチレンビス（ｏ
－ジフェニルビグアニド）、Ｎ－ブチルエチレン－ビス（フェニルビグアニド）、トリメ
チレンビス（ｏ－トルイルビグアニド）、Ｎ－ブチルトリメチレン－ビス（フェニルビグ
アニド）、及び対応する塩、例えば酢酸塩、グルコン酸塩、塩酸塩、臭化水素酸塩、クエ
ン酸塩、重亜硫酸塩、フッ化物、ポリマレイン酸塩、Ｎ－ココアルキルサルコシン酸塩、
リン酸塩、次亜リン酸塩、パーフルオロオクタノン酸塩、ケイ酸塩、ソルビン酸塩、サリ
チル酸塩、マレイン酸塩、酒石酸塩、フマル酸塩、エチレンジアミンテトラ酢酸塩、イミ
ノ二酢酸塩、ケイ皮酸塩、チオシアン酸塩、アルギニン酸塩、ピロメリト酸塩、テトラカ
ルボキシ酪酸塩、安息香酸塩、グルタル酸塩、モノフルオロリン酸塩、及びパーフルオロ
プロピオン酸塩、並びにこれらの任意の混合物が挙げられる。
【０１５６】
　ハロゲン化キシレン及びクレゾール誘導体、例えばｐ－クロロメタクレゾール、又はｐ
－クロロメタキシレンもまた適切である。
【０１５７】
　好ましくは、保存剤は、第四級アンモニウム化合物である。活性保存剤として適切な第
四級アンモニウム化合物（ＱＡＣ）は、一般式：
（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）Ｎ＋Ｘ－

を有し、Ｒ１～Ｒ４は、同じ又は異なるＣ１～Ｃ２２アルキル残基、Ｃ７～Ｃ２８アラル
キル残基、又は複素環式残基であり、２個、又はピリジンのような芳香族結合の場合３個
の残基は窒素原子と共に複素環（例えば、ピリジニウム、又はイミダゾリニウム化合物）
を形成しており、Ｘ－は、ハロゲン化物イオン、サルフェートイオン、水酸化物イオン、
又は同様のアニオンである。
【０１５８】
　ＱＡＣは、第三級アミンを、アルキル化剤、例えば塩化メチル、塩化ベンジル、ジメチ
ルサルフェート、臭化ドデシル、及びエチレンオキシドと反応させることによって製造す
ることができる。長いアルキル残基及び２つのメチル基を有する第三級アミンのアルキル
化は特に容易に達成され、２つの長い残基及びメチル基を有する第三級アミンの四級化さ
え、塩化メチルの助けを借りて、穏やかな条件で実施することができる。３つの長いアル
キル残基又はヒドロキシ置換アルキル残基を有するアミンは、反応性が低く、硫酸ジメチ
ルによって好ましくは四級化される。
【０１５９】
　適切なＱＡＣとしては、塩化ベンザルコニウム（Ｎ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルベン
ジルアンモニウムクロリド、ＣＡＳ番号８００１－５４－５）、ベンザルコンＢ（ｍ，ｐ
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－ジクロロベンジルジメチル－Ｃ１２－アルキルアンモニウムクロリド、ＣＡＳ番号５８
３９０－７８－６）、塩化ベンゾキソニウム（ベンジクロデシルビス（２－ヒドロキシエ
チル）塩化アンモニウム）、臭化セトリモニウム（Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリ
メチルアンモニウムブロミド、ＣＡＳ番号５７－０９－０）、塩化ベンゼトニウム（Ｎ，
Ｎ－ジメチル－Ｎ－［２－［２－［ｐ－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェノ
キシ］エトキシ］エチル］ベンジルアンモニウムクロリド、ＣＡＳ番号１２１－５４－０
）、ジアルキルジメチルアンモニウムクロリド、例えばジ－ｎ－デシルジメチル－アンモ
ニウムクロリド（ＣＡＳ番号７１７３－５１－５－５）、ジデシルジメチルアンモニウム
ブロミド（ＣＡＳ番号２３９０－６８－３）、ジオクチルジメチルアンモニウムクロリド
、１－セチルピリジニウムクロリド（ＣＡＳ番号１２３－０３－５）、及びヨウ化チアゾ
リン（ＣＡＳ番号１５７６４－４８－１）及びこれらの混合物が挙げられる。特に好まし
いＱＡＣは、ジアルキルジメチルアンモニウムクロリド、特にジ－ｎ－デシルジメチルア
ンモニウムクロリド、Ｎ－オクタデシル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウムクロリド
、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウムクロリド、及びＣ８～Ｃ１８

アルキル残基を有する塩化ベンザルコニウム、特にＣ１２～Ｃ１４アルキルベンジルジメ
チルアンモニウムクロリドである。他の好ましい保存剤は、メチル－Ｎ－（２－ヒドロキ
シエチル）－Ｎ，Ｎ－ジ（カプロイルオキシエチル）アンモニウムメトサルフェートであ
る。これらの保存剤は多くの微生物に反して効果的に作用するという事実とは別に、カチ
オン性化合物は、綿含有布帛及び綿混合布帛上に特に良好に吸収される。
【０１６０】
　ジアルキルジメチルアンモニウムハロゲン化物、ベンザルコニウムハロゲン化物、及び
／又は置換ベンザルコニウムハロゲン化物は、例えば、ロンザ（Lonza）社からのＢａｒ
ｑｕａｔ（登録商標）、メーソン（Mason）社からのＭａｒｑｕａｔ（登録商標）、エボ
ニックインダストリーズ（Evonik Industries）社からのＶａｒｉｑｕａｔ（登録商標）
、及びロンザ（Lonza）社からのＨｙａｍｉｎｅ（登録商標）として商業的に入手可能で
ある。他の好ましい保存剤は、２－ブロモ－２－ニトロプロパン－１，３－ジオール（Ｃ
ＡＳ　５２－５１－７；Ｂｒｏｎｏｐｏｌ（登録商標））である。より更に好ましい保存
剤は、イソチアゾリノン殺生物剤、特に５－クロロ－４－イソチアゾリン－３－オン（ク
ロロメチルイソチアゾリノン：ＣＭＩＴ）、及び２－メチル－４－イソチアゾリン－３－
オン（メチルイソチアゾリノン：ＭＩＴ）から選択される。
【０１６１】
　洗浄液に使用される生成物は、最高５０％活性である。投与量濃度は、化学分子に依存
して変化する。
【０１６２】
　他の好ましい実施形態において、保存剤は漂白組成物に代表される。
【０１６３】
　好ましい実施形態において、漂白組成物は、以下から選択される過酸を含む：
　ａ）一般式（ＩＶ）Ｒ４－Ｏ２Ｃ－（ＣＨ２）ｑ－ＣＯ３Ｈに対応する過酸であって、
Ｒ４は水素、若しくは１～４個の炭素原子を含むアルキル基であり、ｑは１～４の整数で
ある過酸、又はその塩；
　ｂ）フタルイミド過カルボン酸（Ｖ）であって、過カルボン酸は１～１８個の炭素原子
を含むフタルイミド過カルボン酸（Ｖ）、又はその塩；
　ｃ）式（ＶＩ）Ｒ５－ＣＯ３Ｈに対応し、Ｒ５は１～１８個の炭素原子を含むアルキル
若しくはアルケニル基である、化合物。
【０１６４】
　更に好ましい実施形態において、漂白組成物は、以下から選択される過酸を含む：
　ａ）一般式（ＩＶ）Ｒ４－Ｏ２Ｃ－（ＣＨ２）ｑ－ＣＯ３Ｈに対応する過酸であって、
Ｒ４は水素又はメチル基であり、ｑは１～４の整数である過酸、又はその塩；
　ｂ）フタルイミド過カルボン酸（Ｖ）であって、過カルボン酸は１～８個の炭素原子を
含むフタルイミド過カルボン酸（Ｖ）、又はその塩；
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　ｃ）式（ＶＩ）Ｒ５－ＣＯ３Ｈに対応し、Ｒ５は１～１２個の炭素原子を含むアルキル
若しくはアルケニル基である、化合物。
【０１６５】
　更に好ましくは、過酸は、過酢酸、過プロピオン酸、過オクタン酸、フタルイミド過ヘ
キサン酸、フタルイミド過オクタン酸、過コハク酸、過コハク酸モノメチルエステル、過
グルタル酸、過グルタル酸モノメチルエステル、過アジピン酸、過アジピン酸モノメチル
エステル、過コハク酸、及び過コハク酸モノメチルエステルから選択される。
【０１６６】
　より更に好ましい実施形態において、漂白組成物は１～３０質量％の過酸を含む。
【０１６７】
　他の好ましい実施形態において、漂白組成物は、０．０１～３５質量％の過酸化水素を
更に含む。
【０１６８】
　特に好ましい実施形態において、漂白組成物は、少なくとも過酸化水素、過酸、及び対
応する酸の混合物を含む。漂白組成物は、少なくとも過酸化水素、ペルオキシ酢酸、及び
酢酸を含むことが最も好ましい。
【０１６９】
　漂白組成物
　洗剤濃縮組成物、特に液体洗剤濃縮組成物それ自体は、好ましくはいかなる漂白剤も含
まない。業務用及び工業用洗浄処理において、通常、漂白剤は洗剤とは別に添加される。
漂白剤は、粉末の家庭用洗剤にのみ存在する。
【０１７０】
　本発明によれば、汚れた洗浄用布地を洗う洗浄工程ｂ）は、表面洗浄、特に床洗浄のた
めに用いられる洗剤組成物Ａを用いて実施される。洗剤組成物Ａ自体は、漂白組成物を好
ましくは含まない。本発明によれば、それらは表面洗浄、特に床洗浄に使用されているか
、洗浄されているか、又は洗浄後の濡れた若しくは湿った条件で保存され、表面洗浄、特
に床洗浄に使用するために準備されているかのいずれかであるため、洗浄用布地は永久的
に濡れており、又は少なくとも湿っている。カビ付くことを好ましくは回避するために、
洗浄用布地及び／又は洗浄液に保存剤を加える。好ましくは、保存剤は漂白剤である。
【０１７１】
　いくつかの側面において、漂白組成物は、少なくとも一つの酸化剤を含む。漂白組成物
としては、あらゆる様々な酸化剤、例えば、過酸化水素、及び／又はあらゆる無機若しく
は有機の過酸化物又は過酸のいずれかが挙げられる。酸化剤は、カルボン酸をペルオキシ
カルボン酸に変換するのに効果的な量で存在することができる。いくつかの実施形態にお
いて、酸化剤は、抗菌活性を有することもできる。他の実施形態において、酸化剤は、抗
菌活性を示すには不十分な量で存在する。
【０１７２】
　いくつかの実施形態において、漂白組成物は、約０．００１質量％の酸化剤～６０質量
％の酸化剤を含む。他の実施形態において、漂白組成物は、約１０質量％～約３０質量％
の酸化剤を含む。
【０１７３】
　無機酸化剤の例としては、以下の種類の化合物若しくはこれらの化合物の源、又はこれ
らの種類の化合物を含むか若しくはこれらとの付加体を形成しているアルカリ金属塩が挙
げられる：過酸化水素、尿素－過酸化水素錯体、又は以下の過酸化水素ドナー：１族（Ｉ
Ａ）酸化剤、例えば過酸化リチウム、過酸化ナトリウム；２族（ＩＩＡ）酸化剤、例えば
過酸化マグネシウム、過酸化カルシウム、過酸化ストロンチウム、過酸化バリウム；１２
族（ＩＩＢ）酸化剤、例えば過酸化亜鉛；１３族（ＩＩＩＡ）酸化剤、例えばホウ素化合
物、例えば過ホウ酸塩、例えば、式Ｎａ２［Ｂ２（Ｏ２）２（ＯＨ）４］・６Ｈ２Ｏの過
ホウ酸ナトリウム六水和物（過ホウ酸ナトリウム四水和物とも呼ばれる）；式Ｎａ２Ｂ２

（Ｏ２）２［（ＯＨ）４］・４Ｈ２Ｏのペルオキソホウ酸ナトリウム六水和物（過ホウ酸
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ナトリウム三水和物とも呼ばれる）；式Ｎａ２［Ｂ２（Ｏ２）２（ＯＨ）４］のペルオキ
ソホウ酸ナトリウム（過ホウ酸ナトリウム一水和物とも呼ばれる）；１４族（ＩＶＡ）酸
化剤、例えば過ケイ酸塩、及び過炭酸塩とも呼ばれるペルオキシカーボネート、例えば、
アルカリ金属の過ケイ酸塩、又はペルオキシカーボネート；１５族（ＶＡ）酸化剤、例え
ばペルオキシ亜硝酸、及びその塩；ペルオキシリン酸、及びその塩、例えば過リン酸塩；
１６族（ＶＩＡ）酸化剤、例えばペルオキソ硫酸、及びそれらの塩、例えばペルオキソ一
硫酸、及びペルオキソ二硫酸、及びそれらの塩、過硫酸塩、例えば過硫酸ナトリウム；Ｖ
ＩＩａ族の酸化剤、例えば過ヨウ素酸ナトリウム、過塩素酸カリウム。他の活性無機酸素
化合物としては、遷移金属過酸化物；及び他のそのような過酸素化合物、及びこれらの混
合物が挙げられる。
【０１７４】
　有機酸化剤の例としては、限定されないが、過安息香酸、過安息香酸の誘導体、ｔ－ブ
チルベンゾイルヒドロペルオキシド、ベンゾイルヒドロペルオキシド、又はあらゆる他の
有機ベースの過酸化物及びこれらの混合物、並びにこれらの化合物の源が挙げられる。他
の例としては、限定されないが、過酸、例えば、Ｃ１～Ｃ２２過カルボン酸、例えば過酢
酸、過ギ酸、過炭酸、過オクタン酸；過二塩基酸又は過三酸基酸、例えば過酢酸、過コハ
ク酸、過クエン酸、過グリコール酸、過リンゴ酸等；及び芳香族の過酸、例えば過安息香
酸、又はその混合物が挙げられる。
【０１７５】
　本発明の方法は、上記に掲げた無機酸化剤の一つ又は複数を使用してもよい。適切な無
機酸化剤としては、オゾン、過酸化水素、過酸化水素付加体、ＩＩＩＡ族酸化剤、又はＶ
ＩＡ族酸化剤、ＶＡ族酸化剤、ＶＩＩＡ族酸化剤の過酸化水素ドナー、又はこれらの混合
物が挙げられる。そのような無機酸化剤の適切な例としては、過炭酸塩、過ホウ酸塩、過
硫酸塩、過リン酸塩、過ケイ酸塩、又はこれらの混合物が挙げられる。
【０１７６】
　カルボン酸及び過カルボン酸
　本発明の方法に使用される漂白組成物は、少なくとも一つのカルボン酸及び／又は過カ
ルボン酸を含んでもよい。いくつかの実施形態において、漂白組成物は、少なくとも二以
上のカルボン酸及び／又は過カルボン酸を含む。
【０１７７】
　好ましい実施形態において、本発明の方法に使用されるカルボン酸としては、Ｃ１～Ｃ

２２カルボン酸が挙げられる。更に好ましくは、本発明の方法に使用するためのカルボン
酸はＣ１～Ｃ１２カルボン酸である。本発明の方法に使用するためのカルボン酸は、特に
Ｃ５～Ｃ１２カルボン酸でもよい。特定の好ましい実施形態において、本発明の方法に使
用するためのカルボン酸は、Ｃ１～Ｃ４カルボン酸である。適切なカルボン酸の例として
は、限定されないが、ギ酸、酢酸、プロピオン酸、ブタン酸、ペンタン酸、ヘキサン酸、
ヘプタン酸、オクタン酸、ノナン酸、デカン酸、ウンデカン酸、ドデカン酸、及びこれら
の分岐異性体、乳酸、マレイン酸、アスコルビン酸、クエン酸、ヒドロキシ酢酸、ネオペ
ンタン酸、ネオヘプタン酸、ネオデカン酸、シュウ酸、マロン酸、コハク酸、グルタル酸
、アジピン酸、ピメリン酸、スベリン酸、及びこれらの混合物が挙げられる。
【０１７８】
　本発明の方法に使用される漂白組成物は、約０．１質量％～約８０質量％のカルボン酸
を好ましくは含む。他の実施形態において、組成物は、約１質量％～約６０質量％のカル
ボン酸を含む。さらに他の実施形態において、組成物は、約２０質量％、約３０質量％、
又は約４０質量％のカルボン酸を含む。更に好ましい実施形態において、組成物は、約５
質量％～約１０質量％の酢酸を含む。他の実施形態において、組成物は、約５質量％～約
１０質量％のオクタン酸を含む。更に好ましくは、本発明の方法に使用される漂白組成物
は、オクタン酸及び酢酸の組合せを含む。
【０１７９】
　本発明の方法に使用される漂白組成物は、少なくとも一つのペルオキシカルボン酸を好
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ましくは含む。漂白組成物において有用なペルオキシカルボン酸としては、ペルオキシギ
酸、ペルオキシ酢酸、ペルオキシプロピオン酸、ペルオキシブタン酸、ペルオキシペンタ
ン酸、ペルオキシヘキサン酸、ペルオキシヘプタン酸、ペルオキシオクタン酸、ペルオキ
シノナン酸、ペルオキシデカン酸、ペルオキシウンデカン酸、ペルオキシドデカン酸、又
はそれらの分岐鎖異性体のペルオキシ酸、ペルオキシ乳酸、ペルオキシマレイン酸、ペル
オキシアスコルビン酸、ペルオキシヒドロキシ酢酸、ペルオキシシュウ酸、ペルオキシマ
ロン酸、ペルオキシコハク酸、ペルオキシグルタル酸、ペルオキシアジピン酸、ペルオキ
シピメリン酸、及びペルオキシスベリン酸、並びにこれらの混合物が挙げられる。漂白組
成物は、いくつかの異なるペルオキシカルボン酸の組合せを利用してもよい。例えば、い
くつかの実施形態において、組成物は、一つ又は複数のＣ１～Ｃ４ペルオキシカルボン酸
、並びに一つ又は複数のＣ５～Ｃ１２ペルオキシカルボン酸を含む。いくつかの実施形態
において、Ｃ１～Ｃ４ペルオキシカルボン酸はペルオキシ酢酸であり、かつＣ５～Ｃ１５

酸はペルオキシオクタン酸である。
【０１８０】
　方法の更に好ましい実施形態において、漂白組成物はペルオキシ酢酸を含む。ペルオキ
シ酢酸（又は過酢酸）は、下式：ＣＨ３ＣＯＯＯＨを有するペルオキシカルボン酸である
。一般に、ペルオキシ酢酸は、高濃度で強烈な臭気を有する液体であり、水、アルコール
、エーテル、及び硫酸中に自由に可溶性である。ペルオキシ酢酸は、酢酸コバルトの存在
下でアセトアルデヒド及び酸素から調製することを含む、当業者に知られているあらゆる
方法によって調製することができる。酢酸を過酸化水素と組み合わせることによって、ペ
ルオキシ酢酸の溶液を得ることができる。無水酢酸、過酸化水素、及び硫酸を組み合わせ
ることによって、ペルオキシ酢酸の５０％溶液を得ることができる。
【０１８１】
　他の好ましい実施形態では、本発明の方法で使用する漂白組成物は、ペルオキシオクタ
ン酸、ペルオキシノナン酸、又はペルオキシヘプタン酸を含む。更に好ましい実施形態に
おいて、漂白組成物はペルオキシオクタン酸を含む。ペルオキシオクタン酸（又は過オク
タン酸）は、式：ＣＨ３（ＣＨ２）６ＣＯＯＯＨを有するペルオキシカルボン酸、例えば
、ｎ－ペルオキシオクタン酸である。ペルオキシオクタン酸は、直鎖アルキル部分を有す
る酸、分岐アルキル部分を有する酸、又はこれらの混合物であることができる。ペルオキ
シオクタン酸は、当業者に知られているあらゆる方法によって調製することができる。ペ
ルオキシオクタン酸の溶液は、オクタン酸と、過酸化水素と、ヒドロトロープ、溶媒、又
はキャリアとを組み合わせることによって得ることができる。
【０１８２】
　更に好ましくは、漂白組成物は、約０．１質量％～約９０質量％の一つ又は複数のペル
オキシカルボン酸を含む。他の実施形態において、漂白組成物は、約１質量％～約２５質
量％の一つ又は複数のペルオキシカルボン酸を含む。さらに他の実施形態において、漂白
組成物は、約５質量％～約１０質量％の一つ又は複数のペルオキシカルボン酸を含む。い
くつかの実施形態において、漂白組成物は、約１質量％～約２５質量％のペルオキシ酢酸
を含む。他の実施形態において、漂白組成物は、約０．１質量％～約１０質量％のペルオ
キシオクタン酸を含む。更に他の実施形態において、漂白組成物は、約５質量％のペルオ
キシ酢酸と、約１．５質量％のペルオキシオクタン酸との混合物を含む。
【０１８３】
　更に好ましくは、過酸は、過酢酸、過プロピオン酸、過オクタン酸、フタルイミド過ヘ
キサン酸、フタルイミド過オクタン酸、過コハク酸、過コハク酸モノメチルエステル、過
グルタル酸、過グルタル酸モノメチルエステル、過アジピン酸、過アジピン酸モノメチル
エステル、過コハク酸、及び過コハク酸モノメチルエステルから選択される。
【０１８４】
　更に好ましい実施形態において、漂白組成物は、１～３０質量％の過酸を含む。更に好
ましくは、漂白組成物は、０．０１～３５質量％の過酸化水素を更に含む。更により好ま
しくは、漂白組成物は、少なくとも過酸化水素と、過酸と、対応する酸との混合物を含む
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。最も好ましくは、漂白組成物は、少なくとも過酸化水素と、ペルオキシ酢酸と、酢酸と
を含む。
【０１８５】
　更に好ましい方法において、漂白組成物は、本発明の工程ｂ）により洗浄用布地を洗う
ための洗浄液中の上記濃縮物の０．０１～５質量％、好ましくは０．１～２質量％、より
好ましくは０．１～１質量％の濃度で使用される。
【０１８６】
　本発明を単に例示するのみでありその範囲を制限することのない以下の例において、本
発明を更に説明する。
【実施例】
【０１８７】
　例１：湿式摩耗スクラブテスター（ガードナー（Gardner））を用いた洗浄能力
【０１８８】
　ガードナーによる標準湿式摩耗スクラブ試験を、以下の通りに行った：試験すべき洗浄
溶液を、人工的に汚した白いＰＶＣ試験片の上に注いだ。スポンジを前後に１０回移動さ
せた。その後、試験小片の白色度を色光度計によって分析した。
【０１８９】
　設備
　この試験のために、以下の設備を用いた：
１．ガードナー湿式摩耗スクラブテスター装置、モデル４９４（ＤＩＮ－ＡＳＴＭ－５１
５）；供給元：エーリヒゼン（Erichsen）有限合資会社
２．ミノルタ色度系ＣＲ－２００；供給元：ミノルタ社
３．スポンジプレス
４．白色ＰＶＣ－フィルムＢｅｎｏｖａ　４８１２０８０、１．３ｍ／５０ｍ／０．１２
ｍｍ；供給元：ベネッケ－カリコ（Benecke-Kaliko）株式会社
５．基質としての硬いボール紙のストリップ（寸法：４０×５５４×１ｍｍ）；供給元：
カッパ包装工場ノイス（Kappa Verpackungswerk Neuss）
６．ヘンケル（Henkel）社からの感圧性接着剤Ｊ６２５１（酢酸エチルで１：１に希釈）
７．硬質ＰＶＣでできたテンプレート
８．ポリエステルスポンジ
９．試験汚れを適用するために用いる、平坦なブラシ毛を有するフラットペイントブラシ
、幅約５５ｍｍ
１０．試験汚れを測定するための時計皿
１１．標準試験汚れＩＰＰ８３／２１、供給元：ｗｆｋクレーフェルト（Krefeld）
１２．カーペットナイフ
１３．研究室秤、範囲：２０００ｇ、測定精度０．０１ｇ
【０１９０】
　試験片の調製：
１．硬質ＰＶＣでできたテンプレートを使用して、白色ＰＶＣ－フィルムを切る。
２．７本のボール紙ストライプを、ＰＶＣ－フィルムの粗い（！）側部上に互いに近接し
て、結果的に面積２８０×５５４ｃｍを達成するように一列に接着する。ボール紙ストリ
ップとＰＶＣ－ホイルとの間に、気泡や折り目があるべきでない。ストリップ終夜乾燥さ
せる。
【０１９１】
　試験汚れの適用：
１．ボール紙ストリップ上に接着したＰＶＣ箔の上にＰＶＣテンプレートを置く。
２．時計皿上に２ｇの試験汚れを計量する。
３．テンプレート内の白色ＰＶＣホイル上にフラットブラシで試験汚れを適用する。水平
及び垂直のストロークを交互に行う。これをそれぞれの方向に７回繰り返す。最後のコー
トは、こする運動に対して直角でなければならない。
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４．汚れを１時間乾燥させる。
【０１９２】
　洗浄性能（ＲＶ－値）の決定：
　ポリエステルスポンジの必要な量を水道水中に終夜浸漬させる。１ストリップ当たり１
つのスポンジが必要である。
１．カーペットナイフで、ふち（上面の汚れ）に沿って、ＰＶＣフィルムをボール紙スト
リップと共に切る。
２．湿式研磨スクラブテスター（ガードナー（Gardner））上のガイドレール上に、１つ
のストリップを置く。
３．バケツから１つのスポンジを取り出し、水を垂らす。
４．スポンジプレスで１０秒間スポンジを押圧する。ガードナー（Gardner）装置のホル
ダにスポンジを置く。重要：スポンジは、４００ｇの錘と共に表面上に置くべきである。
５．計量スプーンで、汚れたストリップ及びスポンジの上に洗浄製品を注入する。濃縮及
び希釈製品の両方について、合計２５ｍＬを使用する。
６．スポンジホルダの下のガイドレールを動かし、汚れたストリップ上にスポンジを置く
。
７．サイクルカウンタを１０に設定し、ガードナー（Gardner）装置のスイッチを入れる
。
８．ワイプサイクルが完了したあと、スポンジを除去して廃棄する（再利用しない）。
９．試験ストリップを除去し、流れる脱イオン水ですすぐ。試験全体をとおして水を流し
、確実に同じ水圧が試験ストリップに当たるようにする。
１０．試験ストリップを掛けて乾燥させる。
１１．試験溶液当たり６つの汚れた試験ストリップを洗浄する。
１２．比較のために、水道水のみを用いて６つのストリップを洗浄する。
【０１９３】
　白色度（％ＲＶ）の測定：
１．提供された白色タイルで機器をキャリブレーションする。
２．ストリップ当たり７つの異なるスポットで全６つのストリップの反射を測定する。結
果を平均して、洗浄能力のパーセンテージを得た。
３．一つの大きく離れた結果は、算出から除いた。
【０１９４】
　結果の評価：
　試験製品及び可能性のある比較希釈物について、全ての測定の平均を算出した：
【数１】

Ｎ＝測定数（６×７＝４２）
ｘ＝測定点当たりの白色度
ｘａｒｉｔｈｍ＝平均洗浄性能
【０１９５】
　標準偏差：
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【数２】

【０１９６】
　対照：
　測定は、水質、並びに温度及び湿度のような研究室の環境条件によって影響される。し
たがって、全く同じ日に達成された結果のみ比較できる。
【０１９７】
　湿式摩耗スクラブ試験（ガードナー（Gardner））で、組成物１、組成物２、及びこれ
らの混合物を試験した。組成物１及び２の成分を表１に記載する。組成物２は、保存に適
した漂白剤を表す。試験において、製品濃度が１．０質量％の組成物１、０．２５質量％
の組成物２、及び１質量％の組成物１と０．２５質量％の組成物２の混合物を水中で試験
し、それぞれの洗浄性能を調べた。水を対照として使用した。上記の６つのストリップの
代わりに５つのストリップを用い、したがって、ストリップ当たり７つの異なるスポット
で、５つのストリップの反射を測定した。結果を表２にまとめる。
【０１９８】

【表１】

【０１９９】
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【表２】

【０２００】
　平均洗浄性能は、パーセントで測定した。表２の結果は、組成物１が水と比較して非常
に高い洗浄性能を有することを示す。組成物２は、保存剤として使用することができる漂
白剤である。結果は、組成物２単独では洗浄特性を有さず、組成物１の洗浄性能に悪影響
を及ぼさないこともまた示す。
【０２０１】
　例２：機械洗浄における第一の洗浄性能
【０２０２】
　方法：
　この試験方法を用いて、一つの単一の用途における第一の洗浄性能を評価した。
【０２０３】
　設備
１．洗浄機（例えば、クラトロニック（Clatronic）社からのMiele WS 5071 Mop-Profi、
又はMini Washing Machine MWA 3101）
２．ばね秤
３．分光光度計ＣＭ－２６１９ｄ／ミノルタ
【０２０４】
　材料及び化学品
１．機械的人工的汚れ（Ｗｋｆ－ＥＣＯ－モニター（Wfk-ECO-Monitors））：（ＰＥＳ＝
ポリエステル；ＣＯ＝綿）
　脂肪色素汚れ
　２０Ｃ　　　　　　　ＰＥＳ／ＣＯ上の色素／ラノリン
　２０Ｄ　　　　　　　ＰＥＳ／ＣＯ上の色素／皮脂
　ＥＭＰＡ１０４　　　ＰＥＳ／ＣＯ上の煤／オリーブオイル
　１０ＲＭ　　　　　　ＣＯ上の煤／鉱油
　２０ＧＭ　　　　　　ＰＥＳ／ＣＯ上の使用済モーターオイル
　２０ＭＵ　　　　　　ＰＥＳ／ＣＯ上の化粧品
　ＥＭＰＡ１４２／２　ＰＥＳ／ＣＯ上の口紅
　漂白可能なステイン
　２０Ｊ　　　　　　　ＰＥＳ／ＣＯ上のお茶
　２０ＬＩ　　　　　　ＰＥＳ／ＣＯ上の赤ワイン、老化
　２０Ｋ　　　　　　　ＰＥＳ／ＣＯ上のコーヒー
　２０ＪＢ　　　　　　ＰＥＳ／ＣＯ上のブラックカラントジュース
　酵素のステイン
　１０ＢＭＲ　　　　　ＣＯ上の血液／ミルク／煤
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　９０ＰＢ　　　　　　ＩＥＣ４５６血液、老化
　９０ＭＦＵ　　　　　ミルクココア、未老化
　１０ＥＲ　　　　　　卵／煤
　１０ＳＧ　　　　　　ＣＯ上のトマト牛肉ソース
　ＥＭＰＡ１６３　　　ＣＯ上のポリッジ
　１０ＰＰＭ　　　　　ＣＯ上の色素／植物油／ミルク
　１０Ｒ　　　　　　　ＣＯ上の澱粉／色素
２．洗浄剤
３．洗浄材料
【０２０５】
　試験方法
１．機械的人工汚れ（モニター）、及び汚れた又はきれいな洗濯物を洗浄機に入れる。
２．キャンピング洗浄機である場合、洗浄剤及び水を加える。
３．洗浄手順を実施する。
４．この手順を４回繰り返す。
５．Ｗｆｋ－ＥＣＯ－モニター（Wfk-ECO-Monitors）の評価。
【０２０６】
　測定
１．異なるベース白色度Ｙであって、光源の紫外線光のフィルタリング、及び洗濯上の光
学的増白剤の効果を削除した後の白色度であることを意味する値Ｙを測定する。
２．４つのＷｆｋ－ＥＣＯ－モニターの平均値をとる。
３．異なる洗浄手順を比較する
【０２０７】
　水中に１質量％の組成物１と０．２５質量％の組成物２とを含む使用溶液中で３時間、
機械洗浄機（すなわち、いわゆるキャンピング洗浄機、又はカウンタートップ洗浄機）で
、本発明の方法による洗浄手順を実施した。洗浄液の初期温度は１８℃であり、手順終了
後３２℃に上昇した。液比率は、１：２０（洗浄機２０ｌ中に１ｋｇの布地）であった。
【０２０８】
　比較例Ａによる洗浄手順は、あらゆる化学物質を含まない冷水中で３時間、機械洗浄機
（すなわち、いわゆるキャンピング洗浄機、又はカウンタートップ洗浄機）で実施した。
水の初期温度は１８℃であり、手順終了後３２℃に上昇した。液比率は、１：２０（洗浄
機２０ｌ中に１ｋｇの布地）であった。
【０２０９】
　比較例Ｂによる洗浄手順は、専門のミーレ洗浄機で、標準的な防感染剤洗浄手順、及び
６ｇ／Ｌの洗浄組成物Ｍｏｐ　Ｅｌｔｒａ（登録商標）（エコラボ（Ecolab））を用いて
、６０℃の温度を１５分間適用して行った。すすぎ及び回転を含む洗浄サイクルの合計継
続時間は７０分であった。液比率は、１：５（洗浄液５ｌ中に１ｋｇの布地）であった。
【０２１０】
　洗浄手順の後、Ｗｆｋ－ＥＣＯ－モニターを上記のとおりに測定した。結果を用３～５
にまとめる。結果は、床洗剤の使用溶液の洗浄性能は、むしろ低い温度を適用した場合で
あっても、水と比較して良好な洗浄性能を有することを示す。
【０２１１】
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【表３】

【０２１２】
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【表４】

【０２１３】
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【表５】
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